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様式第４[基本計画標準様式] 

 

基本計画の名称：盛岡市中心市街地活性化基本計画 

作成主体：岩手県盛岡市 

計画期間：平成 20 年 7 月～平成 25 年 3 月（4 年 9 ヶ月） 

 

１. 中心市街地の活性化に関する基本的な方針 

[１] 盛岡市の概要 

(1) 位置と規模 

本市は、北上盆地の北部、北東北三県のほぼ中央部に位置している。人口は、

300,746 人（平成 17 年国勢調査）であり、岩手県の人口 1,385,041 人（同年国勢

調査）に対し約 22％を占めている。 

本市を含む盛岡広域生活圏は２市６町村（盛岡市、八幡平市、雫石町、葛巻町、

岩手町、滝沢村、紫波町、矢巾町）から構成されており、広域生活圏の人口は約

49 万人となっている (平成 17 年国勢調査)。 

また、本市は岩手県の県庁所在地であり、政治、経済、教育、文化など多くの

都市機能において、岩手県の中心的な位置を占めているとともに、東北新幹線や

東北縦貫自動車道、国道 4号等の主要な交通の結節点として、北東北の交流拠点

都市の役割を担っている。 

本市の総面積は、平成 18 年 1 月の玉山村との合併の結果、886.47 k ㎡となり、

岩手県の面積（15,278.38k ㎡）の約 5.8％となっている。 
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(2) 地形 

本市は、岩手山などの周囲の山並みを背に、北上川、中津川、雫石川の悠然

たる流れを抱いた水と緑に恵まれた美しい都市を形成している。 

本市の地形は、北部及び東西を山地と丘陵地に囲まれ、平地は南にひらけ、

内に北上川、中津川、雫石川を抱く「蔵風得水（ぞうふうとくすい）」の地形となっ

ており、都や城などの立地理論である風水思想による最適の地であるとされて

いる。 

本市の都市形成の基本的考え方である「北部及び東西の丘陵地や森林を保全

しながら市街地形成を南の平野部に誘導する」ことは、「蔵風得水」の地形にか

なうものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 歴史 

本市のまちづくりは、16 世紀末からの南部氏による盛岡城築城に始まり、江

戸期を通じて城下町として発展した。明治 22 年には市制施行し、人口 29,190

人、面積 4.47k ㎡の盛岡市が誕生した。23 年には、東北本線盛岡駅が開業し、

蔵風得水型空間の構造と構成要素 
樋口忠彦著「景観の構造」技報堂出版㈱より 

「蔵風得水」の地形 

盛岡城下図絵 川井鶴亭画 
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その後も橋場線（現田沢湖線）や山田線などの鉄道路線が暫時開通していった

ことにより、次第に、交通結節点として本市の重要度が高まっていった。 

昭和 30 年代からは、人口増加に伴う中心市街地周辺の宅地開発が進行し、45

年の岩手国体を契機に、都市の中心となる商業業務地区や都市機能が整備・集

積された。 

50 年代には、東北縦貫自動車道と東北新幹線が開通し、高速交通時代を迎え、

首都圏との人的・物的交流が進むこととなった。また，60 年にはカナダ・ビク

トリア市と姉妹都市提携し、以後国際的な交流が盛んに行われている。 

平成 4年には都南村と合併して市域が拡大し、489.15k ㎡となった。 

9 年には秋田新幹線が開業。14 年には東北新幹線が八戸市まで延伸し、北東

北三県における高速交通網等の社会資本整備が進み、本市は北東北の交流拠点

都市としての役割を一層高めることとなった。 

18 年 1 月には玉山村と合併した。また、20 年 4 月には中核市に移行し、さら

なる発展が期待されている。 

(4) 自然 

盛岡市内は北上川、雫石川、中津川の清流によって貫かれており、三川は中心

市街地の南部で合流し北上川として、北上盆地の主要河川となる。 

これらの川は、ドラマのロケ地に選ばれ、釣り場や子供たちの遊び場など多く

の人々のレジャー場所として供されるなど、様々な形で市民に親しまれている。

初夏には水浴びやゴムボート川下りなどで市民に暑さを忘れさせ、晩秋から初冬

にかけては鮭の遡上を中心市街地の橋の上から眺められ、凍てつく冬には白鳥を

川岸で観賞することができる。 

また、盛岡城跡公園は、様々な樹木が園内に点在しており、春は桜、秋は紅葉

の名所となっている。園内・二の丸からは中心市街地の街並みとともにまちの北

西の方角に聳え立つ秀峰岩手山が眺望できる。 

(5) 文化・風土 

本市は、宮沢賢治が青春時代を過ごし、宰相原敬、歌人石川啄木、国文学者

金田一京助、「武士道」を書いた新渡戸稲造が生まれた街である。 

街には先人を尊ぶ気風が色濃く残っており、先人記念館では 130 人を超える

先人が顕彰されている。また、小中学校では、先人たちの生き方に触れること

で、現在の子どもたちに夢や誇り、志を抱かせることを目的として先人教育が

行われている。さらに、多くの市民が盛岡の伝統芸能を継承し、芸術・文化を

大切にしている。 

(6) その他 

本市は、時事通信社が実施した「くらしと環境に関する世論調査」において、

平成 16･17 年度に連続して「住みやすさ指数日本一」に選ばれている。 

この調査では、日常生活、医療、生活環境、安全・整備、生活文化などの 18

項目で調査が行われており、以下の 9項目が 5位以内に入っている。 

一方、『公共交通機関の利用のしやすさ』は調査対象都市の 49 市の平均以下 

      であったが、今回の計画の事業実施の中で解決を目指していくものである。 
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『空気や、海や、川の水のきれいさ』……………………………… 第 1 位 

『子どもの遊び場の安全性』『美しいまち並みや伝統的な行事』… 第 2 位 

『ごみ、下水道などの環境衛生のよさ』………………………………第 3 位 

『地震、水害などの自然災害に対する安全性』   ………………第 3 位 

『交流の場となる公民館などの利用のしやすさ』……………………第 3 位 

『自宅周辺や地域の治安の良さ』………………………………………第 4 位 

『公共文化施設の利用のしやすさ』『地域の人の人情の厚さ』…… 第 5 位 

(時事通信社『地方行政』2006 年 3 月 9 日号)  

 

[２] 盛岡市におけるまちづくりの考え方 

(1) 盛岡市総合計画基本構想（平成 16 年 12 月及び 18 年 3 月議決） 

① 目的と目標年次 

この構想は、少子高齢・人口減少社会の到来、環境重視への価値観の変化、経済

の高度成長から低成長への転換、国内にとどまらない地域間競争の進行及び産業構

造の再構築の進展など社会経済の大きな変化を受けて、盛岡市も厳しい行財政環境

に対応する行政経営の基盤づくりを進めている。このような中で、市民と行政が一

体となって自らの責任のもとにまちづくりに取り組むにあたり、その取るべき方向

を決定し、どのようなまちを目指していくのか、その姿を示し、これを実現するた

めの行政経営の理念を明らかにするものであり、目標年次は平成 27 年である。 

② 目指すまちづくりの基本理念 

本市は、城下もりおかのまちづくりから 400 年を超える歴史の中で、中津川や北

上川、雫石川などの河川、市内から眺望できる岩手山や姫神山、市街地を囲む田園

地帯と丘陵地などの優れた自然に恵まれながら、岩手県の県都として多くの都市機

能が集積するとともに、東北新幹線や東北縦貫自動車道の高速交通及び国道 46 号

や国道 106 号の横軸連携の結節点として、北東北の交流拠点の役割を担ってきた。 

このような多くの市民により築かれてきた財産と個性を生かしながら、将来を見

据えて新しい盛岡市を築いていくために、以下の 5項目を、これからの盛岡市のま

ちづくりの基本理念としている。 

・地域の個性を生かしながら新しい魅力を生み出す「継承と創造」のまちづくり 

・多様な交流により賑わいがつくられる「求心力」のあるまちづくり 

・市民一人ひとりが個性と能力を伸ばすことができる「人が活きる」まちづくり 

・市民みずからがまちづくりの主体となる「市民起点」のまちづくり 

・地域の将来に責任を持ち問題をみずから解決できる「自律」のまちづくり 

③ まちづくりの基本目標 

まちづくりの基本理念に基づき、目指す将来像を「人々が集まり・人にやさしい・

世界に通ずる元気なまち盛岡」として、盛岡の個性ある歴史・文化やまちを取り巻

く美しい自然を保存継承しながら、多くの人を引きつける魅力と求心力を持つ都市

づくりを行うとともに、地域の特性を生かした産業の振興、盛岡ブランドの確立な

どにより、少子高齢・人口減少社会にあっても、人々が集まり、多様な分野で活発
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な交流が展開されて、活力が生み出されるまち盛岡を目指す。 

また、市民一人ひとりが自分の住むまちを良くしようとする心が活かされた住み

よい生活環境を持ち、人と人とが支え合える地域社会が形成され、次世代を担う子

どもたちが健やかに育つことができる、人にやさしいまち盛岡を目指す。 

自らの責任と権利のもとで地域の課題を解決し、自分達のまちは自分達で創ると

いう自律のまちづくりを進めるとともに、広い視野と新しい発想で世界の市民と交

流できる人と文化を育む、世界に通ずる「元気なまち盛岡」を実現する。 

(2)  盛岡市の総合計画基本構想に基づく都市形成について 

① 基本的な考え方 

 本市の都市形成の基本的な考え方は、市域北部及び東西の丘陵地や森林を保

全しながら、計画的な市街地形成と機能集積によるコンパクトな都市形成を図

るものであり、市街地の中心となる都心部については、従来からの都心地区で

ある中心市街地及び現在土地区画整理事業により都市機能集積を行っている盛

岡駅西口地区と盛岡南地区において、それぞれの地域特性を生かした機能分担

に基づき連続的に都心地区を形成することにより、北東北の交流拠点都市や県

都としての都市形成を図るものである。 

 このような中で、本市の持続的かつ総合的発展のためには、自然や歴史・文化

資源に恵まれ多くの機能が集積する中心市街地の活性化を進めることが最重要

であり、そのことが総合計画のまちづくりの基本目標である「人々が集まり・人

にやさしい・世界に通ずる元気なまち盛岡」の実現につながるものである。 

② 総合計画における位置づけ 

○ 本市の総合計画における施策体系の柱の一つである「活力ある産業の振興」

において、多様で活発な商業・サービス業の振興として「地域経済や地域文化

の発展を図るため、地域特性を活かし、生産者、消費者、商業者等の活発な交

流を促進し、中心市街地活性化、多様な流通業や情報・生活関連サービス業等

の育成支援により、賑わいと求心力のある商業・サービス業を振興する」とし

ており、中心市街地の活性化は喫緊に取り組む最重要課題である。 

○   また、体系の柱の一つである「快適な都市機能」において、賑わいのある市

街地の形成として「中心市街地とそれに連担する盛岡駅西口地区及び盛岡南地

区など、適正に機能分担された、魅力にあふれ、人が賑わう市街地の整備を促

進する」としていることから、盛岡駅西口地区及び盛岡南地区の整備を行って

いるものである。 

③ これからのまちづくり 

上記基本的な考え方をもとに、今後の各地区における機能を次の通りとして、

まちづくりを進めるものである。 

ア 共通事項 

 （ア） 本市の発展のために、中心市街地における活性化を進めるとともに、各

地区の特性を生かした機能集積を図り、一体的なまちづくりを進めることに

よって、それぞれの地区に暮らす人や訪れる人、情報等が相互に交流・循環

し、相乗的な都市活力効果を生み出すようにしていく。 

（イ） 本市の人口に占める 65 歳以上の割合は約 20％であり、中心市街地は約



 6

19％であるのに対し、盛岡駅西口地区は約 14％、盛岡南地区は約 15％とな

っており、比較的若い世代が居住しているが、今後は各地区とも高齢化が進

行すると考えられる。（平成 19 年 12 月末住民登録人口） 

全国的な少子高齢・人口減少社会の進展において、各地区の機能充実と相

互連携により、広域的な交流人口の増加を図り、居住人口を含めて回遊性を

高めることにより、本市における総合的な都市活力を維持・向上させていく。 

イ 中心市街地について 

（ア）現状 

○  中心市街地は、盛岡城築城以来 400 年を超える歴史を持つ地区であり、城

下町としての歴史的・文化的資源を持ち、東西の丘陵地や北上川、雫石川、

中津川などの自然環境に恵まれ良好な都市景観を有しているとともに、県内

外から訪れる人々を迎える「まちの顔」である。 

○  中心市街地は、古くから県都として政治、経済、教育、文化など多くの都

市機能が集積し、本市のまちづくりの核として都市活力の源となってきた地

区であるとともに、歩いて行ける範囲に都市機能が集積し、高齢者等にとっ

ても暮らしやすい生活環境が整っている地区である。 

○  中心市街地には、歴史や文化に由来した観光資源が豊富にあり、国・県・

市などの行政機能が集積しているとともに、商業集積地として百貨店などが

立地し、多くの商店街が形成されているなど、人々の交流の場としての役割

を持つエリアである。 

（イ）今後 

○  北東北の交流拠点都市であり県都でもある本市の持続的発展のためには、

盛岡の中心地として多くの産業や観光及び都市機能を有し、豊かな自然と文

化を持つ中心市街地の活力の維持・向上を図ることが不可欠である。特に、

中心市街地は、本市商業の要であり、日常生活のための商業機能のみならず、

郊外型大規模小売店舗にはない伝統的工芸品を製造販売する店舗や様々な

業種の老舗、さらには贈答用の質の高い商品を扱う店舗などが融合した商業

機能を有している。 

このことから、中心市街地においては、各種の都市機能の充実とともに、

商店街や個店の一層の魅力向上を図り、単に商品を購入する場所ではなく、

歩いて楽しく、人と人との交流が持続できる賑わいのある中心地としての役

割を担う地区とする。 

○  中心市街地においては、多様な世代が、日用品等の買い物や病院への通院、

趣味の場など、徒歩・自転車、バスで日常生活を行うことができ、便利で住

みやすく、回遊性の高いコンパクトな都市エリアとしての役割を担う地区と

する。併せて、高齢化が進み自家用車を利用することが困難になってきた

人々の受け皿としての役割を担う地区とする。 

○  中心市街地においては、豊かな歴史と文化を持つ地区として、歴史文化施

設等を含む観光機能の再生・活用を推進するとともに、映画などの既存資源

を活用しながら、人々の交流を促進するための機能の向上と活性化を図る地

区とする。 
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ウ 盛岡駅西口地区について 

（ア）現状  

○  盛岡駅西口地区は、近代的で洗練された都市イメージをもった地区であ

り、東北新幹線等のターミナル駅の交通拠点性を生かした鉄道や都市間バス

等の都市交通の結節点として、盛岡駅東口地区と一体的な機能集積が図ら

れ、民間事業用地や地域交流センター・県立図書館などの立地により、土地

利用が進展している地区である。 

（イ）今後   

○  盛岡駅前東口地区と連担して、盛岡の玄関口としての拠点機能をさらに充

実していく。 

エ 盛岡南地区について 

（ア）現状 

○  盛岡南地区は、東北縦貫自動車道や国道 46 号盛岡西バイパス等による広

域交通拠点性と広い土地空間を生かし、多様な市民ニーズに対応した住宅生

活ゾーン、産業流通ゾーン、商業業務ゾーンが計画的に整備されている地区

である。また、中心市街地と盛岡駅西口地区、盛岡南地区を結ぶ道路や橋梁、

バスルート等が整備されている。 

○  地区内には、一般住宅やアパート、マンションが立地しているとともに、

市立病院やアイスアリーナ、市民プールが立地し、地区に隣接する中央公園

には、県立美術館、子ども科学館、先人記念館、遺跡の学び館が立地してい

る。また、地区内には、岩手県工業技術センターや岩手県環境保健センター、

盛岡市新事業創出支援センター、イオン盛岡南 SC、ホーマックスーパーデ

ポ盛南店等が立地している。 

（イ）今後 

○  産学官連携による新産業創出と企業誘致施策の推進により、産業流通ゾー

ンへ新たな研究開発型企業を誘致し、雇用やビジネスチャンスの創出を図

る。 

○  自動車交通対応型で開放的な地区として、新しい生活環境を提供する住宅

地を確保する。 
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 [３] 中心市街地の現状分析 

・ 本計画で想定する中心市街地の範囲は、約 218ha とする。 

・ 本基本計画における盛岡市の範囲については、原則として「旧盛岡市」「旧都南村」

「旧玉山村」を含むものとする。それ以外の場合には、その旨表示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 中心市街地の状況 

① まちづくりの歴史 

中心市街地の骨格は、今からおよそ 400 年前の慶長年間，南部家 26 代信直公が現 

在の盛岡城跡公園の地において鋤初（起工式に相当）したことに始まる。 

町割りを五の字にして、城を商家や職人町が囲み、その外側に侍屋敷などを配置し

た城下町は、当時としては新しい考え方のまちづくりであった。 

中心市街地の東側に位置する河南地区（現在の肴町・八幡町・鉈屋町界隈）は、川

を使った江戸との交易により｢盛岡二十三町｣として城下盛岡藩の経済を支え、大いに

栄えた。その後、明治 23 年には当時の盛岡の市街地から遠く離れたところに駅舎が

建設された。これを契機に、中心市街地西側の盛岡駅前地区に商店街ができるように

なり、駅と市の中心街を結ぶ開運橋などの整備が進められた。さらに昭和初期には、

盛岡駅前地区と河南地区との中間に位置する県立農学校敷地と実習田が民間開発に

より分譲され大通地区となった。 

こうして、河南地区、大通菜園地区、盛岡駅前地区の 3つの核となる商店街ができ

上がった。 

昭和 57 年には東北新幹線盛岡・大宮間が開通した。これにより首都圏と短時間で

結ばれ、盛岡駅から大通・肴町を含めた河南地区と結ぶ市中心部は大きな発展を遂げ、

現在に至っている。 
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② 中心市街地の既存ストックの状況とその活用 

中心市街地は、本市の政治・経済・教育・医療・文化などの多くの都市機能と、

盛岡駅や盛岡バスセンターに代表される公共交通ターミナル機能が集積している。 

また、地元百貨店、商店街、小売店、飲食店、金融保険業をはじめとする事業所

の本・支店などの一大集積地であり、本県経済にとって重要な位置を占めている。 

加えて、中心市街地は歴史及び文化資源が数多く残っている。例えば、中心市街

地の中央部にある「盛岡城跡公園」は、旧盛岡城の城跡として勇壮な石垣が訪れる

人の目を楽しませており、会津、白河と共に，東北三名城の一つに数えられている。 

他にも中ノ橋通地区に立地する「岩手銀行中ノ橋支店」と「もりおか啄木・賢治

青春館」は共に国の重要文化財に指定されている歴史的建造物であり、今も供用さ

れ市民に親しまれている。また、材木町地区は、宮沢賢治ゆかりの地として民芸店

等が集積し、文化的な街並みを形成している。 

このように、中心市街地には、「まちの顔」として「歴史的文化資源」、「自然・

景観資源」、「産業資源」、「観光資源」、さらには「盛岡ならではの特殊な資源」な

ど、数多くの資源があり、この資源を商業の活性化や交流の促進などに活用してい

る。 

 

 

          中心市街地の中心に位置する「盛岡城跡公園」 
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（２）人口関連データ 

① 人口 

● 中心市街地の人口は増加傾向 

 

 

国勢調査における本市の人口推移を見ると、中心市街地は、近年のマンシ

ョン棟数の増加により、平成 2年から 17 年まで一貫して増加傾向にある。 

また、本市全域の人口は市街地開発等の推進により 2 年より 12 年まで増

加傾向にあった。しかし、少子化等を背景として 17 年には減少となってい

る。  

市街化区域人口やＤＩＤ地区（人口集中地区）人口も同様の傾向を示して

いる。 

 

                              資料：国勢調査 

② 世帯 

● 中心市街地の世帯数は増加傾向にあるが、世帯員は減少している。 

 

 

 

 

中心市街地の世帯数は、平成 2年から 17 年まで増加傾向にある。しかし、

1世帯あたりの人員は 2年の 2.2 人から 17 年には 1.8 人に減少している。 

本市全域の世帯数も、同様に増加傾向にあるが、1 世帯当りの人員は、2

年の 2.9 人から 17 年には 2.5 人へ減少している。 

このように中心市街地の世帯員数は、本市全域の世帯員数よりも少ない傾

向を示している。単身世帯の増加は、コミュニティ活動の低下をもたらす懸

人口

300,723 302,857 300,748292,632

257,323258,515254,337
243,309

229,731230,793228,300
202,676

13,14413,13712,73212,723

0
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100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

（人）

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

（人）

盛岡市全域 市街化区域人口 ＤＩＤ地区人口 中心市街地

平成 2 年 / 12,723 人 ⇒ 平成 17 年 / 13,144 人（3.3％増） 

世帯数：平成 2 年 / 5,750 世帯 ⇒ 平成 17 年 / 7,230 世帯（25.7％増）

世帯員数：平成 2 年 / 2.2 人 ⇒ 平成 17 年 / 1.8 人（0.4 人減） 
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念があり、中心市街地における住民活動の低下に大きく影響するものであ

る。 

     

                                資料：国勢調査 

③ 年齢別人口 

● 中心市街地の老年人口（65 歳以上）が増加、年少人口（15 歳未満）は減少傾

向にあり、少子高齢化が進展している。 

 

 

 

中心市街地の年齢別人口についてみると、年少人口（15 歳未満）及び生産年齢人

口（15 歳～64 歳）が減少傾向であり、老年人口（65 歳以上）数が増加傾向にある

ことから、高齢化率も 14%を超えるなど中心市街地においては少子高齢社会が到来

している。 

高齢化の進展は、世帯の少人数化と同様、地域コミュニティの形成維持に大きな

影響を与えるとともに、要介護者の増加など社会負担の増加が懸念される。なお、

本市全域における高齢化の進展は以下のとおりと予測される。中心市街地において

も、高齢化が着実に進展していることを考慮すれば、中心市街地も市全域と同様の

傾向となるものと考えられる。 

 
 

盛岡市の高齢者の状況 (単位：人)

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

市の人口 302,517 301,904 301,330 300,718 300,063 299,193 298,320

65歳以上 56,413 57,619 58,866 60,072 61,239 62,933 64,621

高齢化率 18.6% 19.1% 19.5% 20.0% 20.4% 21.0% 21.7%

※　国勢調査を基に、毎年10月1日現在での推計となっている。

資料：盛岡市介護高齢福祉課

世帯数
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盛岡市全域 中心市街地

65 歳以上：平成 2 年 / 1,637 人 ⇒ 平成 17 年 / 2,215 人（35.3%増） 
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資料：国勢調査           

④ 人口と居住関連の課題 

中心市街地の人口は増加傾向にある。このことは近年の民間マンション建設

の伸長を要因とする。増加する人口に適切に対応し、中心市街地に居住してい

る者が住み続けられるよう生活の利便性を向上させる施策を着実に実施する必

要がある。 

また、単身世帯も増加しており、高齢化の進展に伴う、地域のコミュニティ

や防犯対策等への支援が必要である。さらに、少子化対策の観点からも、一層

の子育て支援設備や体制の充実を図る必要がある。 

 

（３）産業関連データ 

① 小売店舗数 

 中心市街地の小売店舗数は減少傾向にある。 

 

 

小売店舗数は平成 9年調査より減少し続け、中心市街地は、本市全域より先

に減少傾向となっており、特にも 14 年以降の減少幅が大きい。（本市全域の小

売店舗数は 14 年調査時点から減少傾向になっている。） 

中心市街地の店舗数をみると、16 年調査では 9年より 110 店舗減の 765 店舗

（9年比 12.6％）に減少している。本市全域では 9.4％の減少であり、減少率

は中心市街地のほうが高い。 

なお、本市全域に占める中心市街地の割合を見ると、9年の 26.0％に対して、

16 年は 25.1％であり、0.9%の減少となっている。 

このことは、12 年以降の郊外型大規模小売店舗の出店増加に伴う影響が大き

い。 

 

 

 

中心市街地の年齢別人口
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平成 9 年 / 875 店 ⇒ 平成 16 年 / 765 店（12.6％減） 
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                         資料：商業統計調査            

② 従業者数 

 中心市街地の従業者数はほぼ横ばいだが、本市全域に占める割合は低下して

いる。 

 

 

中心市街地の従業者数は、平成 11 年調査時を除き、数値は概ね 5,100～

5,200 人で、ほぼ横ばいで推移している。 

しかし、本市全域については、9年に対し 16 年は約 8％増加している。 

また、本市全域に占める中心市街地のシェアは、9年の 25.0％に対し、16

年は 23.4％となり、1.6％低下している。 

これは、12 年以降の郊外型大規模小売店舗の出店増加に伴う雇用数の増

加の影響が大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         資料：商業統計調査 

小売店数の推移
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平成 9 年 / 5,153 人 ⇒ 平成 16 年 / 5,193 人（0.8％増） 
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③ 小売年間販売額 

 中心市街地の小売年間販売額は減少している。 

 

 

平成 16 年の調査では、9 年から 286 億円減少した 865 億円となり、減少

割合は 24.8％となり、消費不振や価格の低下、中心市街地の吸引力低下、

さらには 15 年開業の郊外型大規模小売店舗の出店などの影響により、大幅

な減額となっている。 

これに対し、本市全域では、16 年の調査において 9年比で 233 億円減少

した 3,978 億円となり、減少割合も 5.5％に留まっているが、14 年との比

較では 0.2％増加している。 

本市全域に占める中心市街地の小売販売額割合も低下しており、9年の

27.3％に対して 16 年は 21.8％となり 5.5％減少している。 

これは、中心市街地の吸引力の低下に加え、郊外型大規模小売店舗の影

響が大きい。 

 

                        資料：商業統計調査 

④ 売場面積 

 中心市街地の売場面積は減少傾向にある。 

 

 

中心市街地の小売店売場面積は平成 14 年がピークであり、16 年には 9

年の 2,477 ㎡減の 113.844 ㎡となっており、売場面積も減少傾向にある。 

これに対して、本市全域については、16 年では 9年と比較して 74,335

㎡（20.6%）増加している。 

これに伴い、本市全域に占める中心市街地の売場面積割合については、 

9 年の 32.2％に対して、16 年は 26.1％であり、6.1％減少している。 

小売店年間販売額の推移
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盛岡市全域 中心市街地 中心市街地の占める割合

平成 9 年/115,150 百万円 ⇒ 平成 16 年/86,544 百万円（24.8％減） 

平成 9 年/116,321 ㎡ ⇒ 平成 16 年 113,844 ㎡（2.1％減） 
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中心市街地においては、大規模小売店舗の新設が少ないことや店舗数減

少が売場面積の減少に影響を与えている。 

また、市全域においては 12 年以降、バイパス沿い・郊外を中心に大規模

小売店舗が相次いで出店したこと、特にも 15 年の郊外型大規模小売店舗の

出店などに見られる商店の大型化の傾向が、店舗面積の増加に大きな影響

を与えている。 

 

                                   資料：商業統計調査 

⑤ 中心市街地の空き店舗数 

● 中心市街地の空き店舗は増加している。 

 

 

中心市街地内の空き店舗は、平成 15 年度の 38 ケ所に対して、18 年度は 58

ケ所に増加している。特にも 17 年度以降の空き店舗数の増加が目立つ。 

地区別の空き店舗数は、盛岡駅前通・盛岡駅前北通地区や中央通地区が多く、

材木町地区や肴町地区は空き店舗数が少ない。大通地区は空き店舗が減少傾向

にある。中心市街地では、商店街を形成している地区よりも、事業所が集積し

ている地区でより多く空き店舗が生じる傾向がある。盛岡駅前・盛岡駅前北通

地区は共に各種産業の地方営業所が多く置かれている地区であり、空きオフィ

スの増加は、オフィスを対象とした飲食業等の空き店舗の増加につながってい

る。 

中心市街地で空き店舗が生じている原因は、全国的な傾向と同様、事業所の

縮小に伴う顧客減少や後継者不足、立地場所や建物所有者の事情、入居者の費

用負担の増加などが複合的に絡み合っている。 

また、近年、小売物販業が撤退した後の空き店舗に、新たに飲食・サービス

業種が入居する傾向が見られる。このことは相対的にコスト高となる物品販売

業よりも、調理加工等などでコスト削減をはかり一定の利益を確保しやすいた

小売店売場面積の推移
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盛岡市全域 中心市街地 中心市街地の占める割合

平成 15 年度 / 38 ヶ所 ⇒ 平成 18 年度 / 58 ヶ所（52.6％増） 
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め、中心市街地でも空き店舗解消の要因となっている。しかし、飲食店の出店

が買い物の場としての商店街の従来の様相を変えてしまうことや、特に飲食チ

ェーン店と商店街との商店街組織加入に対する温度差があることなど、これま

でとは異なる新たな側面も生じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

中心市街地調査路線

平成

15年

度

平成

16年

度

平成

17年

度

平成

18年

度

1 盛 岡 駅 前 通 ・ 同 北 通 4 4 14 17

2 開 運 橋 通 3 1 3 3

3 材 木 町 4 3 4 4

4 中 央 通 6 5 12 14

5 菜 園 通 0 2 1 2

6 大 通 ・ 東 大 通 ・ 映 画 館 通 5 12 8 7

7 内 丸 大 手 先 2 2 1 5

8 肴 町 ・ 中 ノ 橋 通 3 3 1 1

9 紺 屋 町 4 3 4 4

10 南 大 通 １ 7 6 1 1

計 38 41 49 58

資料：盛岡まちづくり㈱・盛岡市商工課
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 ⑥ 各種産業における事業所数・従業者数  

ア 中心市街地の事業所数は減少傾向にある。 

 

 

中心市街地は、市内全事業所の26.8％が集積する一大産業集積地である。

しかし、近年中心市街地の事業所数は減少しており、平成 3年と 18 年数 

値を比較すると、16.9％が減少している。 

中心市街地での事業所数の減少は、小売業と同様に、バブル崩壊後の景

気低迷や高速交通網の整備に伴う営業所の整理・縮小、後継者難のほか、9

年以降企業倒産件数が増加したことなどが影響している。 

本市全域も中心市街地と同様の傾向を示しているが、中心市街地より減

少割合が低いため、相対的に中心市街地の事業所数シェアは 3年と 18 年を

比較すると 2.2％下落している。 

   

事業所数とシェア

16,975

15,28216,096
16,916

4,096
4,8354,930 4,508

26.8%

29.0%
28.6% 28.0%

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

平成3年 平成8年 平成13年 平成18年

（事業所）

25.0%
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32.0%
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盛岡市全域 中心市街地合計 盛岡市全域に対する中心市街地シェア
 

                     資料：事業所・企業統計調査 

イ 中心市街地における従業者数は減少している。 

 

 

中心市街地は、金融・サービス・卸・小売など、本市の三次産業関連の

事業所が多く立地しており、本市における雇用の大きな受け皿としての機

能を有する地区である。 

しかし、中心市街地の従業者数は、事業所数と同様に平成 3年から 18 年

にかけて 4.9％減少しており、店舗閉鎖・倒産等による事業所減少などが

要因と考えられる。 

なお、中心市街地の従業員数シェアは 3.6%減少しており、中心市街地の

雇用の受け皿としての機能は低下している。本市では零細事業所の減少に

伴い、1社当たり 30 名以上従業員を雇用する事業所の占める割合が相対的

に高くなってきているものの、中心市街地内における大型オフィスの需要

が、長引く景気の低迷により高くならなかったことも中心市街地の従業者

数の減少の背景となっている。 

平成 3 年 / 4,930 事業所 ⇒ 平成 18 年 / 4,096 事業所（16.9％減）

平成 3 年 / 46,397 人 ⇒ 平成 18 年 / 44,134 人（4.9％減） 
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資料：事業所・企業統計調査 

⑦ 大規模小売店舗の状況 

ア 中心市街地における大規模小売店舗の状況 

 

 

中心市街地に立地している大規模小売店舗は 11 店舗であり、大規模小売店舗

立地法施行時の平成 12 年の 9店舗から 19 年までで 2店舗の増加に留まる。中心

市街地内の大規模小売店舗法に基づく届出は改装などが中心であり、新規出店や

増床は用地取得調整などが容易でないため少ない。 

中心市街地の商店街には、盛岡駅前地区にはフェザン、大通・菜園地区には川

徳百貨店とダイエー盛岡店（現在 MOSS）、肴町・中ノ橋通地区では中三盛岡店と

いった、地域商業の核となる大規模小売店舗があり、地域に根ざし、地元商店街

との協同大売出し開催など、互いの個性を活かして住み分けが図られている。 

一時、大通・菜園地区では平成 17 年 11 月のダイエー盛岡店閉店に伴い核店舗

喪失の懸念が生じたが、18 年 12 月には同地に後継ショッピングセンターＭＯＳ

Ｓが民間開発により誕生し、引き続き集客の核となる店舗を得ている。 

イ その他の地区における大規模小売店舗の立地状況 

 

 

 

本市の大規模小売店舗は、昭和 48 年頃から進出が始まった。はじめは中心部

へ出店したが、50 年代中頃から車型社会に対応すべく地価の安い郊外への出店

が始まった。 

平成 12 年の大規模小売店舗立地法施行後は店舗の大型化が進み、平均床面積

は 11 年までの出店 33 店舗の平均値の倍以上の数値となっている。 

特に、15 年と 18 年に、郊外の前潟地区と盛岡南新都市地区にそれぞれ床面積

で盛岡最大級の大型小売店舗が相次いでオープンしており、大型で顧客吸引力の

高い両店の出店は、中心市街地の小売商業に大きな影響を与えている。なお、玉

山区に出店の郊外型大型店は、中心市街地から 20km 以上離れた場所に出店して

おり、影響は少ないと考えられる。 

従業者数とシェア
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盛岡市全域 中心市街地合計 盛岡市全域に対する中心市街地のシェア

平成 12 年 / 9 店舗 ⇒ 平成 19 年 12 月 / 11 店舗（2 店舗増） 

平成 12 年/33 店舗 ⇒ 平成 19 年 12 月/59 店舗（26 店舗増 78.8%増） 

平均床面積（～H11）/3,041 ㎡ ⇒（H12～）/6,181 ㎡（3,140 ㎡増） 
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中心市街地に立地する大規模小売店舗 は店舗面積5,000㎡以上

店舗名称 住所 開店月 業態 店舗面積(㎡) 所在

岩手県産業会館(サンビル) 大通１ 昭和36年4月 寄合百貨店 1,899 大通・菜園

永卯ビル（みかわや） 肴町 昭和41年4月 専門店 1,296 肴町・中ノ橋通

川徳ショッピングセンター 菜園１ 昭和55年10月 百貨店 23,783 大通・菜園

盛岡駅ビル・フェザン 盛岡駅前通 昭和56年4月 駅ビル 16,916 盛岡駅前

中三盛岡店 中ノ橋通１ 昭和56年5月 百貨店 17,126 肴町・中ノ橋通

橋市ビル（橋市） 盛岡駅前北通 昭和58年4月 専門店 1,234 盛岡駅前

光ビル(光商事) 中ノ橋通１ 平成4年4月 寄合百貨店 3,098 肴町・中ノ橋通

川徳駐車場ビル(川徳ＣＵＢＥーⅡ） 菜園1 平成7年3月 百貨店 1,773 大通・菜園

マックスバリュ盛岡駅前北通店 盛岡駅前北通 平成15年7月 スーパー 3,204 盛岡駅前

ＭＯＳＳ 大通２ 平成18年12月 スーパー 5,698 大通・菜園

マルイチ中ノ橋通店 中ノ橋通２ 平成19年7月 スーパー 1,748 肴町・中ノ橋通

計 11店舗 77,775 ㎡

資料：岩手県商工労働観光部経営支援課
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■郊外・その他地区に立地する大規模小売店舗 は店舗面積5,000㎡以上

店舗名称 住所 開店日 業態 店舗面積(㎡) 所在

ファル上田店 本町通３ 昭和44年4月 スーパー 1,228 その他

都南プラザ 永井 昭和50年12月 スーパー 1,190 都南

リビングセンターマッハ 上堂１ 昭和50年12月 専門店 1,326 上堂・青山・みたけ

Ｂｅｌｆ山岸 山岸２ 昭和51年12月 生協 1,943 その他

コープ松園店 松園３ 昭和51年12月 生協 2,231 松園・黒石野・緑が丘

ホーマック上堂店 上堂３ 昭和53年3月 専門店 3,212 上堂・青山・みたけ

インテルナもりおか盛岡 仙北２ 昭和53年7月 専門店 1,491 仙北

コープ緑が丘 緑が丘３ 昭和54年3月 生協 1,052 松園・黒石野・緑が丘

ジョイス緑が丘店 緑が丘２ 昭和54年6月 スーパー 1,140 松園・黒石野・緑が丘

サンデー盛岡店 月が丘１ 昭和58年3月 専門店 2,901 上堂・青山・みたけ

シティ青山店 月ヶ丘２ 昭和59年6月 スーパー 14,675 上堂・青山・みたけ

ホーマック都南店 三本柳 昭和60年4月 専門店 2,481 都南

久保寅バイパス店 東仙北２ 昭和61年2月 専門店 1,009 仙北

ビッグハウス 津志田１ 昭和62年7月 スーパー 1,908 都南

アオキ盛岡バイパス店 東仙北２ 昭和63年4月 専門店 1,678 仙北

ホーマック黒石野店 黒石野１ 昭和63年6月 専門店 1,549 松園・黒石野・緑が丘

ジョイフルタウン球場前店 三ツ割４ 昭和63年10月 スーパー 2,027 その他

アネックス川徳 緑が丘４ 平成1年11月 百貨店 11,114 松園・黒石野・緑が丘

ユニバースサンタウン松園店 北松園２ 平成3年11月 スーパー 3,684 松園・黒石野・緑が丘

生鮮＆業務スーパー東安庭店 東安庭３ 平成4年3月 スーパー 1,692 その他

SUPER・CENTER・MITAKE みたけ２ 平成4年11月 スーパー 8,186 上堂・青山・みたけ

ゼビオ盛岡仙北店 東仙北１ 平成5年4月 専門店 1,516 仙北

アオキ盛岡上堂店 上堂１ 平成5年4月 専門店 1,544 上堂・青山・みたけ

マルイチ緑が丘店 緑が丘４ 平成5年11月 専門店 2,175 松園・黒石野・緑が丘

しまむら盛岡南店 三本柳 平成6年9月 専門店 1,256 都南

アクロス盛岡 津志田南１ 平成6年12月 専門店 1,791 都南

東山堂都南店 三本柳 平成7年4月 専門店 1,600 都南

タケダスポーツ南バイパス店 仙北３ 平成7年12月 専門店 1,320 仙北

ニューコンビネーションプラザニットー 青山４ 平成9年4月 専門店 5,450 上堂・青山・みたけ

たもり乙部店 黒川 平成9年10月 スーパー 4,078 都南

マルイチ城西店 城西町 平成9年11月 スーパー 1,449 その他

東京インテリア家具盛岡店 青山４ 平成10年11月 専門店 8,907 上堂・青山・みたけ

Ｂｅｌｆ青山 青山４ 平成10年12月 生協 1,967 上堂・青山・みたけ

店舗数 33 平均床面積 3,054 ㎡

Ｂｅｌｆ仙北 仙北３ 平成12年5月 生協 1,983 仙北

アルテマルカンみたけ店 みたけ３ 平成12年5月 スーパー 3,296 上堂・青山・みたけ

マイヤ青山店 青山１ 平成13年1月 スーパー 1,686 上堂・青山・みたけ

ケーズデンキ盛岡本店 青山４ 平成13年1月 専門店 4,200 上堂・青山・みたけ

カワチ薬品盛岡みたけ店 みたけ４ 平成14年7月 専門店 2,458 上堂・青山・みたけ

マルカンみたけＳＣ みたけ３ 平成14年10月 専門店 1,811 上堂・青山・みたけ

前潟ショッピングセンター 前潟３ 平成14年11月 専門店 12,789 前潟

イオンモール盛岡 前潟４ 平成15年8月 スーパー・専門店 37,983 前潟

上盛岡ショッピングプラザ 北山１ 平成16年4月  スーパー専門店 2,654 その他

ヤマダ電機テックランド盛岡店 向中野千刈田 平成16年4月 専門店 3,322 盛南

マックスバリュ盛岡津志田店 津志田南１ 平成16年9月 スーパー 2,045 都南

薬王堂青山店 青山１ 平成16年10月 専門店 1,329 上堂・青山・みたけ

盛南ショッピングﾌﾟﾗｻﾞ 下太田谷地 平成17年１月 スーパー 3,184 盛南

ファッションモール青山 青山４ 平成17年7月 専門店 1,997 上堂・青山・みたけ

ホーマックスーパーデポ盛南店 本宮熊堂 平成18年2月 専門店 9,574 盛南

ジョイス月が丘店 みたけ５ 平成18年4月 スーパー 1,767 上堂・青山・みたけ

ジョイス東安庭店 東安庭１ 平成18年5月 スーパー 2,100 その他

ジョイス新本町店 本町通１ 平成18年6月 スーパー 1,893 その他

しまむらみたけ店 みたけ３ 平成18年9月 専門店 1,248 上堂・青山・みたけ

イオン盛岡南ＳＣ 本宮字稲荷 平成18年9月 スーパー・専門店 37,195 盛南

マイヤタウングラン 西仙北１ 平成18年10月 スーパー・専門店 4,057 仙北

盛岡南ショッピングセンター　サンサ 津志田西２ 平成18年12月 スーパー・専門店 13,566 都南

ニトリ盛岡店 上堂３ 平成18年12月 専門店 6,863 上堂・青山・みたけ

コジマＮＥＷ盛岡店 盛岡駅西通１ 平成19年3月 専門店 4,000 西口

薬王堂盛岡厨川店 厨川５ 平成19年10月 専門店 2,068 上堂・青山・みたけ

生鮮＆業務スーパー本宮店 本宮３ 平成19年11月 スーパー 1,701 盛南

イオンスーパーセンター盛岡渋民店 玉山区渋民 平成20年4月 スーパー・専門店 16,320 玉山区

しまむら・サンクス西松園店 西松園１ 平成20年9月予定 専門店 1,430 松園・黒石野・緑が丘

店舗数 28 平均床面積 6,181 ㎡

計 61店舗 285,289 ㎡

資料：岩手県商工労働観光部経営支援課
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⑧ 商業・産業集積機能の課題 

中心市街地は、小売業における商店数や従業者数、年間販売額や売場面積な

どで本市全域におけるシェアを低下させている。また、空き店舗の増加や、郊

外部における売場面積３万㎡を超える大規模小売店舗の出店の影響なども大き

く受けている。加えて、各種産業における事業所数や従業者数も減少しており、

本市経済のけん引役としての地位を低下させている。 

中心市街地が魅力ある商業集積地として活性化するためには、少子高齢社会

の進展により一層多様化する顧客ニーズを的確に捉えることができるような商

店街や個店づくりを行う必要がある。 

そのためには、事業者・商店街組合・商工団体・市民・行政等の多様な主体

が、中心市街地を活性化する事業展開に連携して取り組む必要がある。 

その他、中心市街地に不足している業種を補完するような魅力ある商業施設

の整備を進めるほか、中心市街地内の大規模小売店舗の閉店による隣接商店街

の集客への影響を少なくするために、大規模小売店舗立地法の特例区域を設定

し、地域商業の核店舗の出店促進にも努める必要がある。 

（４）交通関連データ 

① 歩行者・自転車通行量 

ア 調査の概略 

中心市街地区域内の歩行者・自転車通行量は、以下の図のとおり、中心市街地

内 14 ポイントで調査し、関連性の深い地区を大きく 4地区に分類した（材木町地

区、盛岡駅前地区、大通・映画館通・菜園地区、肴町・中ノ橋通・南大通地区）。 

調査日程は下記のとおり。（なお、平成 10 年から 12 年までは 8月末、15 年以降

は 3 月末に調査を実施している。分析に当たっては 15 年以降の数値を用いてい

る。） 
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イ 歩行者・自転車通行量 

● 中心市街地の歩行者・自転車通行量は減少傾向にある。 

 

 

 

 

日曜日については、特に郊外型大規模小売店舗進出以降の 15 年以降減少傾向が

続き、特に 17 年においては前年比 22.3％の減少となっており、買い物や交流の場

としての中心市街地の吸引力低下が顕著となっている。 

平日については、17 年以降減少傾向にあり 17 年は前年比 21.5%減となっており、

日曜・平成 15 年/82,898 人 ⇒ 平成 19 年/54,660 人（28,238 人減 34.1%減）

平日・平成 15 年/82,735 人 ⇒ 平成 19 年/52,346 人（30,389 人減 36.7%減）

通行量調査（過去調査日）

実施年 計測時間

平成10年 8月30日(日) 雨 ～31日(月) 雨 9：00～18：00

平成11年 8月29日(日) くもり ～30日(月) くもり時々雨 9：00～18：00

平成12年 8月27日(日) 晴 ～28日(月) くもり 9：00～18：00

実施なし

平成15年 3月23日(日) 晴 ～24日(月) 晴 9：00～18：00

平成16年 3月28日(日) 晴 ～29日(月) 晴 9：00～18：00

平成17年 3月27日(日) くもり ～28日(月) くもり 9：00～18：00

平成18年 3月26日(日) くもりのち雨 ～27日(月) 晴 9：00～18：00

平成19年 4月15日(日) くもり時々雨 ～16日(月) くもり時々雨 9：00～18：00

資料：盛岡まちづくり㈱調査（10年～12年までは盛岡商工会議所調査）

実施日
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事業所数の減少や少子化に伴う学生数の減少が影響している。 

地区別の特性を見ると、映画館や百貨店が集積している「肴町・中ノ橋通・南大

通地区」・「大通・映画館通・菜園地区」は日曜日の歩行者通行量が平日を上回る傾

向がある。逆に、業務用施設が集積している「盛岡駅前地区」・「材木町地区」につ

いては平日の歩行者通行量が日曜日を上回る傾向がある。 

郊外型大規模小売店舗の影響の他にも、歩行者減少については様々な要因が考え

られるが、後述のとおり市内循環バスが順調に乗降客を増加させており、観光客が

循環バスを利用していることも考慮に入れる必要がある。 

 

                     資料：盛岡まちづくり㈱ 

 

資料：盛岡まちづくり㈱ 

歩行者・自転車通行量（平日）

4,577 6,259 6,247
3,350

5,957
2,839 2,755 2,660
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材木町 盛岡駅前通 大通・映画館通 中ノ橋通・肴町・南大通・菜園通

82,73569,885 74,893 75,878 83,566 65,624 79,238 52,346

歩行者・自転車通行量（日曜）

2,676 4,041 2,281 3,474 1,495 1,115 1,465

10,427 9,129
10,799 11,378 11,442

8,131 7,860 7,392
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材木町 盛岡駅前通 大通・映画館通 中ノ橋通・肴町・南大通・菜園通

84,986 71,330 88,494 82,898 76,404 59,384 54,480 54,660
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② 路線バス 

ア 中心市街地内の都心循環バスの利用者数は増加している。 

 

 

都心循環バスの利用者数は年々増加している。中心市街地は多くのバス路

線が集中しており、中心市街地を回遊するバス路線として、都心循環バス「で

んでんむし」が走行している。 

このバスは平成 12 年 4 月から本格運行を開始し、盛岡駅や商店街、観光

拠点、公共施設を循環して運行している。 

でんでんむしは盛岡駅を起点として、「啄木新婚の家」「中央通一丁目（石

割桜最寄停留所）」「上ノ橋町」「盛岡バスセンター」「川徳前」など、中心市

街地の観光地最寄りのバス停留所を巡るルートを走行しているため、少人数

の観光客の手軽な移動手段と活用しやすい機能を有している。 

また、走行路線に「岩手医科大学附属病院」の最寄りバス停留所が含まれ

ていることや、低床車両が数多く配備されていて高齢者・障害者にとっても

乗降しやすいバスとなっていることなどから、多くの人々の通院手段として

活用されている。 

その他、運賃が他路線と比べて低廉（1 乗車 100 円）であることや、行き

先が分かりやすいなどの特徴がある。 

このような特徴が広く知れ渡ったこともあり、乗降客数が年々伸びてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：盛岡市交通政策課 

 

 

                         資料：盛岡市交通政策課 

 

平成 14 年度/ 933 千人 ⇒ 平成 18 年度/ 1,250 千人（34.0％増） 

盛岡市内循環バスの利用者数
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イ 中心市街地内主要バス停の降車客数に大幅な変動は無い。 

 

 

本市は、排気ガス抑制や交通渋滞解消を図るために、オムニバスタウン事業な

どを実施してバスの利用促進に努めている。中でも、路線バスは、中心市街地に

市民を呼び込むための手軽な公共交通機関として大きな役割を果たしている。 

中心市街地には、「盛岡駅」と「盛岡バスセンター」という二つの大きなバス

ターミナルが存在する。市内を走行する大部分の路線バスは、中心市街地内にあ

る大きな二つのバスターミナルである「盛岡駅」と「盛岡バスセンター」のうち、

どちらかあるいは双方のターミナルに停留している。 

この中で、郊外と中心市街地を結ぶ主要な 15 路線を利用して中心市街地に来

る市民の状況を示したのが下記のグラフである。これは、平成 17 年度と 18 年度

の中心市街地内主要バス停留所 4 箇所における年度別の降車人員数を示したも

のである。これを見ると、降車人員は過去 2年間について概ね横ばいで推移して

いることが窺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 17 年度/ 267,925 人 ⇒ 平成 18 年度/ 266,422 人（0.6%減） 
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主要バス停留所の乗車人員(中心市街地) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      資料：盛岡市バス協会 

 

ウ 盛岡市全域の一般乗合バスの利用者数はほぼ横ばい。 

 

 

本市は、交通渋滞などの対策の一環として、オムニバスタウン事業などを実

施してバスの利用促進に努めている。 

路線バスは、本市内の移動手段として大きな役割を担っており、減少傾向

にあった利用者数(一般乗合バスの輸送人員)は平成 16 年度と比較して、17 年

度に 3.6%増加となった。これは、運行路線数に大きな増減はないものの、バ

ス運行車両数、総走行距離数の増加が影響しているものと見られる。 

 

                   資料：国土交通省東北運輸局岩手運輸支局 

 

 

 

一般乗合バスの輸送人員（盛岡市内）
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平成 13 年度 / 13,358 千人 ⇒ 平成 17 年度 / 13,493 千人（1.0％増） 
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③ 鉄道 

ア 中心市街地内にあるＪＲ盛岡駅は北東北の玄関口 

東北新幹線や秋田新幹線、東北本線、田沢湖線、山田線、花輪線、いわて

銀河鉄道線のいずれも本市の中心市街地区域内に位置する「盛岡駅」が結節

点となっており、本市を訪れるための主要な玄関口となっている。 

 

 

イ ＪＲ盛岡駅の乗降客数は減少している。 

 

 

盛岡駅の乗降客数について見ると，平成 13 年度と 17 年度では、1,178 千

人増加している。盛岡駅がＪＲ線とＩＧＲ線の乗換駅となったことや、観光

客の増加などが要因である。 

また、14 年 12 月の東北新幹線八戸延伸と第三セクター「ＩＧＲいわて銀

河鉄道」の運行開始後の 15 年度をピークとし、以後、２年連続で減少して

いる。 

これは、本市の事業所数減少や、バス路線の利便性の向上、少子化による

通学者の減少を背景に、盛岡駅の乗降客数は減少している。 

路線・乗車券別に見ると、ＪＲ線の定期券を除き、減少傾向にある。特に、

ＩＧＲ線の沿線には、高等学校や県立大学・盛岡大学など高等教育機関の最寄

り駅があり、少子化の影響から各駅を利用する通学者が減少していることもあ

り、ＩＧＲの定期券・乗車券は実質初年度の 15 年度をピークに減少傾向が続

いている。 

     なお、比較にあたっては、17 年度と IGR の定期券・乗車券の実質の初年度

である 15 年度の数値を用いた。 

 

 

 

平成 15 年度/ 8,620 千人 ⇒ 平成 17 年度/ 8,443 千人（2.1％減）
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                  資料：JR 東日本㈱盛岡支社・いわて銀河鉄道㈱ 

④ 交通機能の課題 

中心市街地は歩行者・自転車通行量が減少しており、回遊性が減少している

と考えられるため、歩行者・自転車の通行量増加や滞留時間増加のために、歩

いて楽しめ、安全に通行できる快適な都市空間を整備する必要がある。 

また、バス利用者の利便性向上を図り、都心循環バス「でんでんむし」利用

者数増加などの効果を上げてきたが、一方で、盛岡駅乗降客数の減少や一般乗

合バスの利用者数の伸び悩みなど、来街者の公共交通機関利用は伸びていない

ことから、公共交通機関の利用促進のため、バスのターミナル機能強化や、商

業機能などの他の機能との連携、駐車・駐輪・集客機能を併せ持つ施設整備を

進める必要がある。 

また、中心市街地への来街者の集客力の向上に、バスを利用しやすくするな

ど市域全体の交通処理の円滑化を図ることや、都心循環バス利用者の降車後の

回遊性向上のたための施策を実施することが必要である。 

 

（５）観光関連データ 

① 中心市街地の観光施設入込数 

●中心市街地の観光施設入込数は減少傾向に歯止めがかかっている。 

 

 

中心市街地内で観光客の入込数を把握できる施設は次の表における5施設

である。平成 12 年から 18 年までの入込数の推移を見ると、15 年に入込数の

ピークを見せている。これは、「啄木・賢治青春館」において実施した企画

展の開催によるところが大きい。16 年からどの施設も減少傾向を示したが、

18 年には 4施設が前年より増加し、全体の入込数も増加に転じた。これは、

前年のＮＨＫ大河ドラマの放送や旧玉山村との合併などの余韻の外、中心市

盛岡駅在来線乗車人数

4,147 4,116 3,913 3,454 3,365 3,200

3,131 3,149 3,110
3,050 3,156 3,344

764 679 671

1,352 1,299 1,228

253

430

0

2,500

5,000

7,500

10,000

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

（千人）

普通乗車（ＪＲ盛岡駅） 定期券（ＪＲ盛岡駅）

普通乗車券利用者（ＩＧＲ盛岡駅） 定期券利用者（ＩＧＲ盛岡駅）

7,278 7,265 7,706 8,620 8,499 8,443

平成 16 年/118,234 人 ⇒ 平成 18 年/105,147 人（13,087 人減 11.1%減） 
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街地内のイベント増加など、盛岡市全体の観光客入込数が増加傾向にあるこ

とが追い風になったものである。なお、比較にあたっては、特殊な企画展の

影響がない 16 年と 18 年の数値を用いた。 

資料：盛岡市観光課 

 

② 中心市街地内ホテル・旅館等宿泊施設設置状況 

●ホテルは近年増加傾向にある。 

中心市街地内にはホテル・旅館等宿泊施設は 39 棟立地している。収容者

は 4,956 名であり、部屋数から割り出した１部屋あたりの平均収容人員は

1.39 名である。中心市街地には、出張などで訪れたビジネス客を主要顧客と

するシングルルーム主体のホテルが多く立地している。今後、中心市街地に

はさらに 2棟のホテル建設が予定されている。 

今後は、本市を訪れる観光客のニーズを踏まえた取り組みも求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心市街地観光客入込数

12,016 13,819
27,798 25,630 22,532 17,525 20,272

13,584 10,673

12,685 9,955 8,590 7,469

23,809
41,097

36,778
30,564

29,660
20,329

6,508
4,739

8,543

106,410

52,713

48,962
48,534

7,114

19,386

5,735

3,487

7,162
6,664

10,583

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000
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160,000

180,000

200,000

平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年

（人）

啄木新婚の家 野の花美術館 観光文化情報ﾌﾟﾗｻﾞ 盛岡てがみ館 啄木賢治青春館

56,571 105,14799,651118,234179,06793,57969,076

中心市街地観光施設入込数
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③ 盛岡市街の観光客入込数・宿泊者数 

●盛岡市街の観光客入込数は増加している。 

●盛岡市街の宿泊客数は減少傾向にある。 

 

 

 

 

「盛岡市街」は中心市街地のことではなく、都南地区や玉山区、及び温泉街

であるつなぎ地区を除く地区のことを指している。しかし、盛岡市街地区の宿

泊客は、大部分が中心市街地及びその近隣地区の宿泊施設を利用するため、中

心市街地の観光客宿泊者数に近いものとみなす。 

盛岡市街の観光客入込数は平成 12 年より増加傾向にあるが、宿泊者数は反

対に減少傾向にある。宿泊客の減少を日帰り観光客の増加が押し上げている状

況である。中心市街地の活性化には、数日かけてゆっくり観光資源を回遊する

観光客の増加が欠かせない。 

19 年度の春～夏シーズンは JR 東日本の大型キャンペーンと連続ドラマの放

映効果で、観光客が増加したとの声が多く聞こえた。しかし、全国の先例から

すれば、このような効果は特殊要件であり、その効果は数年である。 

資料：盛岡市観光課

観光施設・旅館ホテル位置図

北

　　　　　　　　　 中心市街地区域

　　　　　　　　ホテル

　　　　　　　　旅館

　　　　　　　　公共宿泊施設

　　　　　　　　でんでんむしルート

盛岡駅

岩手公園

盛岡八幡宮

盛岡市街の宿泊者数 平成 12 年/539,938 人 ⇒ 平成 18 年/494,545 人（45,393 人減 8.4%減） 

中心市街地の宿泊施設 平成19年2月現在
業種 施設数（棟） 部屋数(室) 収容人員(人)
ホテル 25 3,343 4,363
旅館 9 107 267
公共施設 4 98 291
合計 38 3,548 4,921
盛岡市全体 72 4,634 8,960

資料：盛岡市観光課

盛岡市街の観光客入込数 平成 12 年/298 万人 ⇒ 平成 18 年/347 万人（49 万人増 16.4%増） 
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        資料：盛岡市観光課 

  ④ 観光機能の課題 

本市は、日帰り観光客が増加傾向にあるが、半面、宿泊を伴う観光客の入込

数は減少傾向にある。このような状況の変化は、近年の高速交通網の整備に伴

い、首都圏をはじめとする他地域とのアクセス性が向上したことに起因する。 

中心市街地には、「まちの顔」として、盛岡ならではの歴史・文化や風土を実

感できる地域資源が数多く点在する。これを活用して、観光客が何度でも訪れ

たくなるような、盛岡の歴史文化を紹介する施設の整備や、盛岡ブランドとし

ての自然や特産品、イベント等の情報発信を積極的に実施する必要がある。 

（６）都市機能関連データ 

① 公共公益施設の立地 

● 中心市街地には公共公益施設が集中している。 

 

 

資料：盛岡市商工観光部商工課

　　　　　　中心市街地

中心市街地とその周辺の公共公益施設位置図

北

アイーナ

・運転免許ｾﾝﾀｰ

・いわてﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀ

-

マリオス

・市民文化ﾎｰﾙ

・盛岡駅西口ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

・岩手労働基準監督所

・中小企業金融公庫　他

盛岡中央郵便局

岩手労働局
農林漁業金融公庫

農林水産長期金融協会

ハローワーク盛岡

盛岡保健所（予定）

市保健センター（予定）

社会保険事務所

市保健ｾﾝﾀｰ

プラザおでって・女性センター

消費生活センター

勤労福祉会館

県庁 県公会堂

地方検察庁・地方法務局・保護観察所

行政評価事務所・公安調査事務所

行政評価事務所法務局・検察庁

県警本部

盛岡消防本部中央消防署

ハローワークプラザ

盛岡自然保護官事務所

盛岡城跡公園

市役所

盛岡東警察署

盛岡地方振興局・教育、土木事務所

若園町分庁舎・市総合福祉センター

身体障害者福祉センター

働く婦人の家

盛岡市コミュニティ防災センター

長田町地区コミュニティ防災センター

本町地区コミュニティ防災センター

杜陵地区コミュニティ防災センター

八幡地区コミュニティ防災センター

紺屋町地区コミュニティ防災センター

県民会館

県福祉総合相談センター

県民生活センター

岩手県住宅供給公社

岩手県土地開発公社

財務事務所・統計情報センター・東北農政局

税務署

自衛隊岩手連絡部

入国管理局

中小企業基盤整備機構岩手事務所

国民生活金融公庫

鉄道建設運輸施設整備支援機構

地裁・家裁・簡裁

公共公益施設

盛岡市街の観光客入込数

539,938 548,727 542,328 538,190 524,351 501,702 494,545

2,437,276 2,461,097 2,466,088 2,520,252 2,685,084
2,939,013 2,973,624

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年

（人）

宿泊観光客 日帰り観光客

2,977,214 3,009,824 3,008,416 3,058,442 3,209,435 3,440,715 3,468,169
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中心市街地における公共公益施設の集積度は高く、特に内丸地区には岩手

県庁・盛岡市役所庁舎及び国・県の合同庁舎などの官公庁が立地している。 

これは、1957 年（昭和 32 年）に「一団地の官公庁」を定め、盛岡地方裁

判所・盛岡法務局・岩手県庁・盛岡地方振興局・県警察本部・盛岡東警察署・

盛岡消防署・市役所等の施設を集中的に立地したことによる。 

これら施設については、現時点では移転計画が予定されていない。 

② 医療・福祉施設の立地 

● 大学病院や高度救命救急センター、保健所が立地している。 

 

 
 

医療施設は、岩手医科大学附属病院や岩手県高度救命救急センターのほか、

多くの個人病院が中心市街地に立地している。うち、岩手医科大学附属病院

は平成 19 年 4 月に薬学部及び教養課程を矢巾町に新設・移転し、今後、附属

病院は一部機能を残した上で、25 年以降の矢巾町への移転を検討している。

また、上記表では診療所は掲載していないが、数多く立地している。 

保健機能としては、県の保健所に加え、20 年 4 月の中核市移行に伴い、中

心市街地内に保健センター機能を強化した市の保健所が新たに設置されてい

る。 

福祉施設については、中心市街地での新たな動きとして、介護福祉施設を

併設した高齢者向けマンションが、民間開発により設置されている。 

また、子育て中の親子の交流・情報交換・悩み相談の場としてＮＰＯ団体

の運営により「盛岡市つどいの広場」を大通地区に開設している。 

 

 

資料：盛岡市商工観光部商工課

　　　　＋中心市街地

中心市街地とその周辺の医療福祉施設位置図

北

アイーナ

・岩手県立視聴覚障害

者情報センター

桜城老人福祉センター

桜城児童センター

社会福祉協議会

城南老人デイサービスセンター

城南介護支援センター

知的障害者授産施設城南

ケアホームおさんぽ

デイサービスくるみ南大通

デイサービス言葉の架け

知的障害者小規模作業所ででむし夢工房

岩手医科大学附属病院日赤乳児院

杜陵児童センター

キンダーホーム

杜陵老人福祉センター

デイサービスコムスン盛岡清水

医療・福祉施設名

盛岡市少年センター

杜陵保育園

内丸病院

中央ケアホーム

福祉バンク

聖光保育園

遠山病院

ＭＨナーサリー

盛岡駅西口老人デイサービスセンター

福祉盛岡駅西口地域包括支援センター
ハッピー盛岡デイサービス

盲人ホーム

スポー・キュア・ナチュラルハウス

石川外科麻酔科クリニック

栃内病院

夜間救急診療所

岩手高次救急センター
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③ 教育文化施設の立地 

● 歴史文化を学習する施設が求められる。 

 

教育文化施設については、小中学校、高等学校、専門学校等が中心市街地

に多数立地している。 

なお、社会教育機能を有した博物館施設については、中心市街地に 3 施設

立地しているが、盛岡市の歴史と文化を紹介する施設が無い。 

④ マンションの状況 

● 中心市街地及びその近郊に、市内の分譲マンションの大部分が集中。 

中心市街地内には、盛岡市全体のマンション 149 棟のうち約 40％にあたる

60 棟のマンションが立地している。旧中心市街地活性化基本計画エリアを含

めると、137 棟のマンションが立地していることになり、本市のマンション

建設は、都市機能が充実している中心市街地を中心に展開している（平成 19

年 3 月末現在）。 

中心市街地は道路や下水道・公園などの都市インフラストラクチャーが整

備されていることや、除雪等の心配が少なく、近くに買い物に便利な商業施

設が集積しているなど、多くの都市機能が集中していることが、中心市街地

でのマンション需要の高さに影響している。 

中心市街地内では、民間開発により、医療・介護など高齢者福祉関連施設

と高齢者マンションの複合施設の建設が進むなど、高齢化時代に即応した民

間開発が活発化しているが、マンションの建設に伴い、中心部の景観やまち

並みとの調和を図ることが求められている。 

 

 

資料：盛岡市商工観光部商工課

　　　　＋中心市街地

中心市街地とその周辺の教育文化施設位置図

北

県立図書館・アイーナ

桜城小学校

城南小学校

盛岡第二高等学校

岩手医科大学

盛岡幼稚園

盛岡ペットワールド専門学校

盛岡カレッジオブビジネス

盛岡てがみ館

教育文化施設

桜幼稚園

福祉バンク

河北小学校

下の橋中学校

北日本ハイテクニカルクッキングカレッジ

北日本ヘア・スタイリストカレッジ

北日本医療福祉専門学校

岩手中学校・岩手高校
仁王小学校

仁王幼稚園
野の花美術館

杜陵小学校

大慈寺小学校

岩手医科大学歯科技工専門学校

岩手医科大学歯科衛生専門学校

岩手看護専門学校

盛岡情報ビジネス専門学校

盛岡公務員法律専門学校

盛岡社会福祉専門学校

盛岡調理師専門学校

盛岡調理師専門学校
盛岡ヘアメイク専門学校

盛岡医療福祉専門学校

上野法律ビジネス専門学校

東亜和裁士育成学院

啄木・賢治青春館

盛岡劇場・河南公民館
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                           資料：盛岡市都市計画課 

⑤ 地価 

● 中心市街地の地価は下落傾向にある。全市的な傾向でもある。 

盛岡市の中心市街地の公示価格は平成 11 年以降下落傾向にあり，中心市街地

内 9地点の平均地価は 19 年において，11 年比で 55.5％下落している。 

地価の下落は、バブル景気崩壊以後から続き、以後地価下落に歯止めがかから

ず、19 年も下落基調で推移しており、景気低迷の影響が大きい。 

しかし、郊外地の平均地価と比較した場合、未だに高い水準にあり、中心市街

地への民間投資は伸びていない。 

なお、中心市街地では、オフィス需要よりもマンション・ホテル需要の方が大

きく、建設が予定されるビルも、マンションやホテル用途のものが多く、まちな

か居住の増加や観光客増加への効果は大きい。 

 

                 資料：国土交通省地価公示 

盛岡市中心市街地及び郊外地の地価公示価格
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中心市街地（9地点）平均地価（商業地域・近隣商業地域）

郊外地（３地点）平均地価（準工業地域）
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⑥ 都市インフラストラクチャー(社会的経済基盤・社会的生産基盤) 

ア 道路 

● 中心市街地内の道路は一方通行や狭い道路が多い。 

中心市街地内は、城下町の名残をとどめる街区がよく保存されている反

面、一方通行や狭い道路のほか段差や起伏があり、高齢者や障害者に対し配

慮した段差解消・バリアフリーへの道路改良やユニバーサルデザインの道路

整備が遅れている。 

イ 都市公園・下水道 

● 公園整備と下水道整備は進んでいる。 

中心市街地内は，緑が不足していたことから緑化重点地区と位置づけ、公

園・緑地の整備を進めてきた経緯があり、未整備公園は，盛岡駅前通の極め

て小規模な公園予定地２カ所，廃止の方向となっている仁王児童公園及び整

備が完了していない盛岡城跡公園(岩手公園)の一部を残すのみである。 

また、当該中心市街地活性化計画区域における下水道整備率は、汚水処理

については 100％、雨水処理については 99％となっており、都市基盤施設と

しての下水道整備はおおむね完了している。 

ウ 融雪装置 

● 融雪装置は、中心市街地の道路への敷設は完了していない。 

平成 20 年 1 月時点では中心市街地の融雪装置の敷設状況は以下のとおりで

ある。今後も引き続き整備が求められている。 
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エ 都市計画 

●中心市街地は商業地域が大半を占める。 

盛岡市の都市計画面積は 44,570ha であり、用途地域別では「第一種低層住

居専用地域」（1,551ha 約 3.5％）、次いで「第一種住居地域」（1,472ha 約

3.3％）が大きい割合となっている。 

これに対し、中心市街地の都市計画区域は「商業地域」、「近隣商業地域」

が大半を占めている。特に商業地区は本市全域の 47.9％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 駐車場の状況   

盛岡市中心部における駐車場(（届出駐車場）無料駐車場含まず。時間貸

しのみ)の平成19年4月現在における車両収容台数は7,307台となっており、

盛岡市全体 中心市街地 中心市街地割合
44,570.00 218.00 0.5%

第一種低層住居専用地域 1,551.00 6.52 0.4%
第二種低層住居専用地域 1.10 0.00 0.0%
第一種中高層住居専用地域 434.00 0.00 0.0%
第二種中高層住居専用地域 441.00 0.00 0.0%
第一種住居地域 1,472.00 13.56 0.9%
第二種住居地域 113.80 0.89 0.8%
近隣商業地域 358.00 29.97 8.4%
商業地域 315.30 151.09 47.9%
準工業地域 227.80 0.00 0.0%
工業地域 355.00 15.97 4.5%
工業専用地域 0.00 0.00 0.0%
用途白地 0.00 0.00 0.0%

39,301.00 0.00 0.0%
3,896.00 218.00 5.6%

■都市計画用途別地域（平成18年8月31日現在）　　（単位：ha、％）

資料：盛岡市都市整備部都市計画課　※盛岡市全体⇒（盛岡地域・都南地域・玉山区）

区　　　分
都市計画区域面積

市街化調整区域
人口集中地区（DID地区）

市
街
化
区
域
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12 年 3 月比で 38.7%の増となっている。 

中心市街地には、利用料金やアクセス性などの利便性に課題がある駐車場

も見られる。また、後述の通り、市民ニーズ調査では駐車場が少ないとの声

も寄せられている。 

一方、本市の郊外型店舗も全国的な事例と同様に、広い敷地に無料駐車場

が配置されている店舗が多く、買い物客の駐車場需要を充足している。 

本市が商店街等から意見聴取したところ、出入りのしやすい場所にある駐

車場は利用が多いものの、不便な場所にある駐車場は空きスペースが多く見

受けられるとのことであり、現在の駐車場が利便性の高いものだけではない

ことを示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             資料：盛岡市商工課 

⑧ 都市機能の課題 

中心市街地は、公共公益施設や集客施設、医療施設、都市公園や下水道敷設

などの社会資本整備も進んでいる地区である。しかし、歩道や融雪装置の未整

備区間も多く、増加する人口のなかでも特に増加傾向にある高齢者などが歩き

やすく住みやすい街に対応するための道路融雪装置などを整備する必要があ

る。 

また、中心市街地内は商業地域が多いこともあり市内の高層建築物が立地す

る地区であるため、盛岡らしさとの調和や市民の良好な眺望を確保するため景

観保全についての対策を図る必要がある。 

市中心部における駐車場(駐車場法による届出)

伸び率

38.70%

（盛岡市交通政策課資料・盛岡駐車場マップ）

駐車台数(台）

平成19年4月

7,307

平成12年3月

5,269
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（７）地域住民のニーズ等の把握・分析 

① 消費購買動向調査 

ア 調査の実施概要 

この調査は、岩手県が盛岡市とその周辺地区の住民の消費購買意識を調査する

ことにより中心市街地や郊外の商業集積の変化を把握することを目的として実施

したものである。 

・調査範囲  盛岡広域生活圏内の全 8市町村 

（盛岡市、八幡平市、雫石町、葛巻町、岩手町、滝沢村、紫波町、矢巾町） 

・調査対象者 公立小学校の 5年生児童世帯 

・標本数   4,430 世帯 

・調査期日  平成 19 年 6 月実施 

・有効回答率 80.9％（3,584 世帯） 

・調査内容  品目別購買地域調査 

イ 調査結果   

（ア） 市内居住者は強い地元購買志向を有する 

平成 19 年の調査における盛岡市の地元購買率は全調査品目を総合すると

96.9％と前年より 0.3％上昇している。服や家具、書籍などの買回り品について

は 97.1％、日用品や食料品，化粧品などの最寄り品については 96.8％と差は無

い。盛岡市内の居住者は、盛岡市内で買い物する傾向のあることが調査結果から

得られた。なお 15 年の調査数値は 95.4％であり、1.2％の上昇が見られている

ことから、ここ数年で、盛岡市内での購買意欲が高くなっている。 

全品目において、盛岡市から比較的遠隔地にある市町村は、地元購買率が高め

であるが、盛岡市前潟地区の郊外型の大規模小売店舗に程近い滝沢村では、地元

購買率が 15年から 18年にかけて 5.6％減少し、19年は更に 0.3％減少している。 

また、盛南地区の郊外型の大規模小売店舗に程近い滝沢村・矢巾町でも 15 年

から18年の数値が1.4％の減少であったのに対し、19年は18年度と比較して6％

減少しており、大型店の出店が地元購買率に与える影響は大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑盛岡市（平成18年1月以降） ↑盛岡市（平成18年1月以降）

30％未満 30％未満
30％以上50％未満 30％以上50％未満
50％以上70％未満 50％以上70％未満
70％以上90％未満 70％以上90％未満
90%以上 90%以上

注：図の（　）内は平成18年調査の数値 注：図の（　）内は平成18年調査の数値

盛岡市
96.9

（96.6）

滝沢村

30.7

（31.0）

雫石町

65.0

（59.5）

八幡平市

72.4

（74.4)

旧玉山村

30.8

（22.7）

旧都南村

72.7

（72.6）

旧盛岡市

96.6

（95.7）

紫波町

73.6

（74.4）

岩手町

68.1

（70.1）

葛巻町

30.5

（38.5）

市町村別地元購買率一覧図（全品目）

矢巾町

62.3

（68.3）

盛岡市
97.1

（96.6）

滝沢村

2.3

（2.4）

雫石町

3.3

（3.0）

八幡平市

22.9

（24.8)

旧玉山村

0.8

（1.4）

旧都南村

34.7

（42.3）

旧盛岡市

95.1

（93.4）

紫波町

30.2

（33.8）

岩手町

13.7

（17.9）

葛巻町

9.3

（12.6）

市町村別地元購買率一覧図(買回り品）

矢巾町

21.6

（24.9）
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（イ）前潟地区・盛南地区に出来た郊外型の大規模小売店舗は、買回り品の購買志

向に大きな影響を与えている。 

顧客がどの程度各商圏に分散しているかを示す割合（商圏ウエイト）について、

全品目において商圏ウエイトが最も高いのは青山・みたけ地区（26.31％）であ

った。この地区は旧来の商店街と郊外型店が混在する地区であり、居住人口も多

いことから高い数値が出ている。 

次に高いのはその他（表に掲載されていない盛岡市内の地区を合わせたもの）

地区（17.96％）であり、次いで都南地区（15.28％）である。 

ここで、前回の平成 15 年の調査ではまだ商圏が確立していなかった前潟・盛

南地区がそれぞれ 13.58％、12.02％（併せて 25.6％）と高い数値を集め、市内

での買い物に大きな影響を与えている。 

前潟地区・盛南地区への郊外型の大規模小売店舗集積は、他の商圏に強い影響

があったと考えることができる。 

（ウ） 中心市街地の商圏ウエイトは低下している。 

中心市街地における平成 15 年の数値と 19 年の数値の対比を見ると、全品目に

おいて、大通・菜園地区が商圏ウエイトとして 2.92％下げており（最寄り品では

1.49％減、買回り品 5.17％減）、盛岡駅前地区と肴町・中ノ橋地区と比較しても

下げ幅が大きい。 

特に、大通地区における買回り品の低下率が大きい（5.17％減少）ことから、

大通・菜園地区にある買回り品を販売する店舗等が前潟・盛南地区の商圏ウエイ

ト増加の影響を受けていると考えられる。 

（エ） 買い物をする店舗の立地における商店街・市街地の地位が低下している 

次に、調査対象世帯が主に買物する店舗の立地状況（商店街・市街地、住宅地・

その他、郊外・バイパス沿い）別についてみると、最寄り品と買回り品は同じよ

うに推移し、商店街・市街地が年々そのウエイトを下げ、住宅街その他と郊外・

バイパス沿いがその分ウエイトを上げている。 

品目を見ると、家具・インテリア、スポーツ用品、家電製品といった、従来か

ら郊外型店が得意としていた買回り品は、ウエイトの減少幅が比較的緩やかであ

ったが、普段着や婦人服、下着類などといった衣類が、平成 15 年から 19 年まで

の 4年間で商店街から郊外に大きくウエイトを移行させている。 

ウ 盛岡市の商圏別ウエイト 

岩手県が実施している消費購買動向調査では、盛岡市域を 10 地区に分類して、

調査対象者（小学５年生のいる盛岡広域生活圏在住世帯）がどの地区で買い物を

する傾向があるかを、割合（商圏ウエイト）で示している。 

これによると最寄り品（食料品や下着類など）、買回り品（婦人服やアクセサリ

ー・電化製品等）ともに、平成 15 年調査時点においては商業集積となっていなか

った前潟・盛南地区が、19 年には大きく割合を上昇させている。 

これは、15 年 8 月に前潟地区へ、18 年 9 月に盛南地区へ、店舗面積 3万㎡を超

える大規模小売店舗が出店し、地域の商業集積が進んだことによる。 

両地区は、短期間で本市の買い物立地の傾向を大きく変えている。 

中心市街地においては、盛岡駅前地区が、駅ビルフェザンのリニューアルによ
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り吸引力を上げているが、大通地区、肴町・中ノ橋地区では指数を下げており、

前潟・盛南地区の商業集積が大きな影響を与えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前潟
地区

中心市街地

盛岡城跡公園

0 1km

青山・みたけ
地区

緑が丘・
黒石野
地区

大通
菜園地区

肴町・
中ノ橋地区

盛南
地区

都南
地区

国道4号

国道4号
国道396号

国道106号
西バイ パス

国道46号

東北新幹線

ＩＧＲ銀河鉄道

東北新幹線

東北本線

ＪＲ山田線

北

河川

盛岡駅前
地区

秋田新幹線

商圏ウエイト位置図

東北自動車道

調査地点

 

             資料：盛岡地区広域消費購買動向調査

盛岡市内の地区別商圏ウエイト 単位（％）

盛岡駅前 大通・菜園 肴町・中ノ橋通 青山・みたけ 緑が丘・黒石野 前潟 盛南 都南 玉山 その他

H15 0.48 2.71 2.71 30.14 7.81 0.00 0.00 15.79 1.91 38.44

H18 2.48 1.40 2.79 26.82 11.16 7.13 6.82 16.90 1.40 23.10

H19 1.98 1.22 1.98 26.41 9.47 8.40 9.47 17.56 1.83 21.68

H19-H15 1 .51 ▲ 1 .49 ▲ 0 .73 ▲ 3 .73 1 .65 8 .40 9 .47 1 .77 ▲ 0 .08 ▲ 16 .76

H15 1.43 11.31 2.98 38.69 5.24 0.00 0.00 14.29 0.12 25.95

H18 1.38 6.92 2.42 30.33 4.04 25.61 6.69 11.07 0.12 11.42

H19 1.37 6.14 1.48 26.17 3.30 25.94 18.54 8.53 0.00 8.53

H19-H15 ▲ 0 .06 ▲ 5 .17 ▲ 1 .50 ▲ 12 .52 ▲ 1 .94 25 .94 18 .54 ▲ 5 .75 ▲ 0 .12 ▲ 17 .42

H15 0.30 5.47 2.81 32.79 6.94 0.00 0.00 15.51 1.33 34.86

H18 2.02 2.74 2.59 28.24 9.08 12.68 6.63 15.13 1.01 19.88

H19 1.70 2.55 1.84 26.31 7.50 13.58 12.02 15.28 1.27 17.96

H19-H15 1 .40 ▲ 2 .92 ▲ 0 .97 ▲ 6 .48 0 .55 13 .58 12 .02 ▲ 0 .23 ▲ 0 .06 ▲ 16 .90

総合

中心市街地 その他盛岡市内地区

最寄り品

買回り品
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②  市政モニター調査 

  市政モニター調査は、市政に対する意見を把握し、施策に反映するためのアンケー

ト調査である。 

○中心市街地活性化について 

実施時期 平成 18 年 7 月 

調査方法 郵送による用紙配布・回収 

調査対象 盛岡市に居住する満 20 歳以上の者 

回 答 数 517 名/1,000 名(※非該当は指定された項目以外のものを選択した場合を指す)

＜中心市街地に対する魅力について＞ 

 現在の中心市街地の魅力を感じていると応えた市民は、17%に留まる。 

「現在の盛岡市の中心市街地に魅力を感じますか。」という問に対し、「感じ

る」と回答した市民は 17%に留まった。逆に「感じない」と回答した者は 34%で

あり、感じると回答した者の約２倍であった。なお、「どちらともいえない」と

の回答は 42.4%であったことから、中心市街地に対する関心度が低いことが窺え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 魅力を感じていないと回答したのは 20･30･40 代が多い。 

年代別で区分すると、「感じる」と回答した者は、20 代が最も少なく、次いで

30 代、50 代であり、最も多い年代は 70 代であった。魅力を「感じない」と回答

した年代は 30 代が最も多く、次いで 20 代、40 代の順となり、最も少ない年代

は 70 代であった。 

 

 

9.4

15.5

17.5

16.5

15.7

26.5

45.3

46.5

45.0

33.0

35.3

29.4

45.3

38.0

37.5

48.6

44.1

39.2

4.9

1.8

2.0 1.0 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代

30代

40代

50代

60代

70歳

以上

感じる 感じない どちらともいえない わからない 非該当 無回答

感じる

17.6%

どちらとも

いえない

42.4%
感じない

37.7%

無回答

0.2%

非該当

0.4%

わから

ない

1.7% 40.8

40.4

1.6

0.0

0.0

34.9

44.1

1.8

0.7

0.4

17.1
18.0

0 10 20 30 40 50

感じる

感じない

どちらともいえない

わからない

非該当

無回答

％

男

女
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＜中心市街地に対するイメージについて＞ 

 市民は、本市を象徴する自然や都市機能が集積した地区であるが、魅力あ

る店舗が少ないといったイメージがある。 

市民にとっての中心市街地のイメージで、最も多い回答は「川や緑などの自

然が豊かである」というものであった（62.1%）。次いで「一方通行や狭い道路

が多い」（36.8%）や「駐車場が少ない」（35.6%）であり、自動車を使用して移

動するには不便な面があることを指摘する回答となった。また、「魅力あるお店

や商業施設がある」との回答は全設問中最も少ない回答（6.0%）に留まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中心市街地のあるべき姿について＞ 

 楽しく歩けて、治安が良く、幅広く用を足せるまちであるべきと捉えている。 

中心市街地はどのような街であるべきかとの問いについては、「歩いて楽し

いまち」が最も高い（43.5%），次いで「高齢者や障害者にやさしいまち」

（35.0%。）、「治安がいい・安全安心なまち」（33.1%）、「何でも用を足せるまち」

（27.1%）の順となっている。市民は、治安が良く、道路の段差解消がなされ

るなど歩行に障害のない、歩きやすいまちをイメージしていることが窺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.8

2.1

62.1

7.0

6.0

8.7

16.2

16.8

27.1

35.6

36.8

33.7

29.6

0 10 20 30 40 50 60 70

川や緑などの自然が豊かである

一方通行や狭い道路が多い

駐車場が少ない

官公庁街やオフィス街である

高齢者が利用できる施設が少ない

歴史的建造物や街並みが残っている

自転車が多く，歩きにくい歩道がある

若者が楽しめる施設が少ない

公共的な施設が多くある

治安面に不安がある

魅力あるお店や商業施設がある

その他

わからない

%

21.1

20.7

1.2

0.4

0.4

35.0

26.1

33.1

43.5

23.4

27.1

11.6

25.7

25.5

0 10 20 30 40 50

歩いて楽しい街

高齢者や障害者にやさしい街

治安がいい安全・安心な街

何でも用を足せる街

居住し暮らしやすい街

働く場所が多く，商業活動が行なわれる街

交通が便利な街

ショッピングが楽しめる街

街並みや伝統産業などを活かした街

観光客がたくさん訪れる街

イベントや伝統行事などがたくさんある街

その他

わからない

無回答

％
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＜中心市街地の魅力向上のための方策について＞ 

 魅力ある店舗づくり、駐車場整備、公共交通機関の利便性向上等による訪れ

やすい中心市街地についての要望が多い。 

中心市街地を魅力あるものにするために必要な施設・改善点を伺ったところ、

「個々のお店や商店街の魅力向上」（38.9%）や「高齢者や障害者をはじめ、誰

もが訪れやすいまちづくり」（38.1%）が高い回答率となった。 

また、「駐車場の整備」（27.5%）や「景観に配慮した建物やまちづくり」（25.9%）、

「交通機関の利便性の向上」(24.8%)などが高い回答率を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中心市街地商店街の魅力向上について＞ 

 駐車場整備・休憩場所設置・空き店舗解消などについての要望が多い。 

特に、中心市街地内商店街を利用しやすくするために必要なものについては、

「駐車場（の整備）」（43.5%）が最も多く、次いで「トイレやベンチ、休憩所の

設置」（30.8%）、「空き店舗の活用・解消」(27.9%)、「専門店や多様なニーズに

あった店舗の配置」（25.5%）の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2

0.4

21.7

4.3

2.9

1.9

3.7

7.0

7.4

10.3

10.8

11.0

13.5

16.2

17.4

19.0

19.0

25.5

27.9

30.8

43.5

0 10 20 30 40 50

駐車場の整備

トイレやベンチ，休憩所の設置

空き店舗の活用・解消

専門店や多様なニーズに合った店舗の配置

商店街の複合的な核店舗の充実

バスの利便性の向上

個々のお店の商品構成やサービスの充実

高齢者や障害者，すべての人が利用しやすいお店づくり

歩きやすい歩行スペースの確保

青少年の非行防止活動の強化

特徴あるイベントの実施

接客マナーの向上

駐輪場の整備

商店街情報の発信

営業時間の延長

商店街が発行するポイントカードやサービス券の充実

清掃活動の充実

商店街の店舗を表示した看板の設置

その他

わからない

無回答

％

24.8

20.7

14.7

5.4

5.2

5.2

4.6

0.4

0.4

9.5

19.7

2.7

2.1

3.5

7.0

8.7

13.0

17.4

25.9

27.5

38.1

38.9

0 10 20 30 40 50

個々のお店や商店街の魅力向上

高齢者や障害者，誰もが訪れやすい街づくり

駐車場の整備

景観に配慮した建物や街づくり

交通機関の利便性の向上

働く場所の確保

歴史的建造物の活用や街並みの整備

世代を越えて集える施設

子育てを支援する施設

公園や広場などの整備

駐輪場の整備

アミューズメント（娯楽）やスポーツ施設

文化教室やギャラリーなどの趣味，教養，学習施設

歴史や伝統文化，祭りなどの見学施設

散策スポットなどの案内板の整備

博物館，美術館，工芸館などの文化施設

地域情報発信の充実

ハンギングバスケットの設置や花壇などの整備

マンション等の居住建物の整備

その他

わからない

無回答

％



 45

 

③  盛岡市中心市街地におけるマンション居住に関するアンケート結果 

 この調査は、マンション居住者の実態把握のためのアンケート調査である。 

実施時期 平成 18 年 10 月 

調査方法 郵送による用紙配布・回収 

調査対象 中心市街地内（旧計画エリア）のマンションに居住する世帯主及び 

配偶者 

回 答 数 315 名/1,000 名 

 

＜世帯について＞ 

 世帯主は 40・50・60 代が多い。世帯構成は単身と二人暮らしが多い。 

「世帯主の年齢構成」は、40 代が 22.8%、50 代が 28.2%、60 代が 21.8%と

多く、この世代で 72.8%を占める。 

家族構成は、二人暮らしが最も多く（38.1%）、次いで単身（27.6%）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜居住期間と転居理由について＞（複数回答） 

 居住歴は浅く、市内からの移り住みが多い。 

「居住期間」は、「1 年から 5 年未満」（35.1%）が最も多い、次いで「5 年

から 10 年」となっている。最近のマンション棟数増加を反映してか居住歴の

浅い住民が多い。「以前の居住歴」は、約半数近くが市内の中心市街地以外か

ら移り住んだと回答している（47.5%）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯主年代

70代以

上

12.8%

60代

21.8%

50代

28.2%

40代

22.8%

20代

0.6%

30代

13.8%

世帯構成

夫婦のみ

32.4%

単身

28.5%
親子

36.5%

三世代

1.3%
その他

1.3%

居住年数

15年～20年

未満

7.9%

10年～15年

未満

10.8%

5年～10年

未満

23.0%

1年未満

5.6%

1年～5年未

満

35.1%

30年以上

0.7%

20年～25年

未満

12.5%

25年～30年

未満

4.6%

以前の居住地

関東

8.9%

その他東北

6.6%

県内（盛岡

市以外）

11.5%

市内（中心

市街地内）

22.0%

市外（中心

市街地内）

47.5%

それ以外

3.6%
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「転居理由」については「希望物件発見（17.7％）」「持ち家が欲しい（17.1％）」

「就職・転職（12.9％）」などの回答が多く挙げられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜居住の選択理由について＞（複数回答） 

 住む動機としては「除雪」や「維持管理」が容易なことを挙げている。 

「マンションに住む動機付け」は、「除雪が容易（17.8％）」が最も多い。

次いで「管理が容易（15.8％）」、「価格妥当（15.2％）」の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「立地場所の選択理由」は「バス停・駅が近い（16.4％）」「買い物場所近

い（14.5％）」、「通勤通学時間短縮（13.4％）」の順になっており、マンショ

ン住民は居住地の利便性の高さを選択理由とする傾向がある。 

 

 

 

転居理由

1.5%

1.7%

2.1%

2.3%

2.5%

3.3%

5.2%

6.9%

7.5%

9.4%

10.0%

12.9%

17.1%

17.7%

0.0% 4.0% 8.0% 12.0% 16.0% 20.0%

子供の出生

周辺環境の悪化

親からの独立

結婚

購入資金が貯まった

子供の成長・独立

設備の老朽化

住宅狭小

除雪の負担軽減

通勤時間短縮

その他

就職・転職

持ち家が欲しい

希望物件発見

マンションに住むことを選んだ理由

1.2%

1.6%

3.7%

4.7%

5.5%

5.6%

5.9%

6.5%

7.3%

9.2%

15.2%

15.8%

17.8%

0.0% 4.0% 8.0% 12.0% 16.0% 20.0%

室内設備に魅力

供用施設に魅力

近所つきあい少ない

マンションへの憧れ

マンションしかなかった

眺望

その他

プライバシー保護

仕事の都合

防犯対策

価格妥当

管理が容易

除雪が容易
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④ 市民ニーズから導き出された課題 

●自然・歴史・文化の視点の導入 

市民の多くは中心市街地に魅力を感じないとの意見が多く、その傾向は年

齢層が低いほど強く、中心市街地が活気ある面としての評価がなされていな

い。 

市民が想起する中心市街地は「豊かな自然」や「歴史的建造物」などにイ

メージされるため、魅力を向上させるためには、「盛岡城跡公園」「中津川」「北

上川」に代表される中心市街地の豊かな自然を、各事業の視点に一層取り入

れ、特に商業・観光などに関する事業において、訪れたくなる「盛岡ならで

は」というものを取り入れ、独自性を打ち出し活気あふれるまちづくりを行

う必要がある。 

また、市民が愛する自然を保全するためにも、街並みへの調和・景観保全

を図る必要がある。 

●来街者の利便性の向上 

マンション居住者のアンケートからも窺がわれるように、中心市街地に利便

性の高いまちづくりを行うような要望が多いため、買い物に訪れる者等への駐

車場の整備や、高齢者・障害者に対応したバリアフリーやユニバーサルデザイ

ンに配慮したまちづくり、さらには魅力ある商業集積や利用しやすい公共交通

機関の整備などを実施し、来街者の利便性向上を図る必要がある。 

そのためには、本市や商工団体、事業者、関係者や土地所有者が個別に努力

しても解決しない問題も多いため、十分なコンセンサス形成を図ったうえで事

業に取り組む必要がある。 

マンションの立地場所を選んだ理由

0.3%

0.3%

0.4%

0.8%

1.0%

1.3%

1.4%

1.6%

1.7%

1.7%

2.0%

2.2%

2.2%

2.4%

2.6%

2.8%

3.3%

3.4%

4.2%

5.3%

7.2%

7.7%

13.4%

14.5%

16.4%

0.0% 4.0% 8.0% 12.0% 16.0% 20.0%

コミュニティが充実

スポーツ等施設充実

両親子供と同居

昔の面影が残る

場所への憧れ

開発予定の地区

駐車場が近い

友人知人が近い

商店街活気

その他

治安が良い

街がきれい

親・子が近住

街路整備が良好

静か

自然が近くにある

学校等が近い

公園が近い

価格が安い

眺めが良い

公共施設が近い

医療施設が近い

通勤通学時間短縮

買い物場所近い

バス停・駅近い
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［４] 旧中心市街地活性化基本計画の実施事業に対する把握・分析 

（１）旧計画の策定経緯 

本市では、平成 12 年 3 月に、旧法に基づく盛岡市中心市街地活性化基本計

画（以下「旧計画」と記す）を策定した。 

旧計画策定当時の中心市街地は、商業者をはじめ多くの市民の努力と関係

機関の理解と協力により、極端な空洞化は見られていなかった。しかし、中

心市街地内では本市全域に対する販売額シェアの低下や居住人口の減少など

が見られ、停滞傾向が徐々に顕在化しつつあった。 

（２）旧計画の位置及び区域の設定 

旧計画での中心市街地の位置及び区域は、以下の点を考慮して制定された。 

ア 既成市街地内で広範な商圏を持つ商店街を含むエリア。 

イ 公共施設・公共交通機関拠点施設や市民の憩いの場として公園等のオー

プンスペースを含むエリア。 

ウ 市民が「都心」や「中心市街地」という言葉から容易に想起できるエリ

ア。 

エ 町・丁目界を分断しないこと。 

オ 都心循環バスの路線を含むこと。 

上記の条件に合致する地区として、以下のとおり区分し、総面積は約 396ha を中心市

街地区域として認定した。 

＜エリアの評価＞ 

旧エリアは盛岡城跡公園を中心として発展した本市のまちづくりの歴史を考

盛岡駅前北通

上田一丁目(一部)

盛岡駅前通

材木町

中央通三丁目

中央通二丁目 中央通一丁目

内丸

紺屋町 若園町

神明町

中ノ橋通一丁目

大通三丁目

中ノ橋通二丁目

盛岡駅西一丁目（一部）

上ノ橋町

本町通一丁目

本町通二丁目

本町通三丁目長田町

開運橋通

菜園一丁目

菜園二丁目大沢川原三丁目

大沢川原二丁目

大沢川原一丁目

下ノ橋町

馬場町

盛岡駅西二丁目(一部)

大通二丁目

大通一丁目

清水町

南大通三丁目

鉈屋町

大慈寺町

松尾町

肴町

南大通一丁目

八幡町

南大通二丁目

梨木町(一部)

北

資料：盛岡広域都市計画図1/5.000H12.3より抽出

　　　　＋　　　　　　　本計画の区域

　　　　　＋　　　　　　旧計画の区域

旧中心市街地活性化基本計画エリア
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慮して決められたものであった。 

そのため、具体的なハード整備が企図され、実施された地区（例：肴町アーケ

ード、中ノ橋通プラザおでって、大通リリオ駐車場など）だけではなく、事業計

画が盛り込まれず、他地区で実施される事業との相乗効果により活性化を図ろう

とする地区（例：馬場町・清水町・松尾町など）も含まれていた。これらのエリ

アは狭隘な道路や低層住宅が多く見られる地域であり、歴史・文化的にも重要な

資産があったものの、静謐さが魅力の地域でもあり、中心市街地全体の賑わい創

出に大きく寄与する事業を実施することが困難な地区でもあった。 

このように、具体的な事業が無い地区もあり事業効果を把握できないエリアも

含まれていた。 

（３）旧中心市街地活性化基本計画の基本方針と事業の進捗について 

旧計画では、中心市街地の活性化に必要な考え方として，以下の 7つの「基本

方針」と基本方針ごとの目標を定め、これに基づき 178 事業が展開された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧基本計画では、各事業を「市街地の整備改善に関する事業」、「商業等の活性化

に関する事業」、「その他の事業」に区分して取り組んだ。各事業は、道路整備や街

区の整備、盛岡駅の利便性向上に資する事業や産業の創出に関する事業については

本市が実施主体となり、商業基盤整備や駐車場整備などの地区の商業活性化に資す

る事業についてはＴＭＯ（盛岡まちづくり㈱）などの民間事業者を主な実施主体と

旧中心市街地活性化基本計画の基本方針と目標

●策定時期 平成12年3月

●計画期間 平成12年度～平成21年度

基本方針

1 車を気にしないで安心して歩ける通りや空間をつくる。

2 歩くことそれ自体を楽しめる道をつくる。

3 人が集まったり休んだりできる広場や小緑地をつくる。

4 季節を問わず誰もが安心して歩けるバリアフリーの街をつくる。

5 歩行者・自転車と車が共存する街をつくる。

1 清流や湧水（清水）などを街づくりに活かす。

2 岩手山をはじめ周辺の山並みが眺望できる街づくり。

3 緑や花による街の演出を進める。

4 季節ごとの祭りや行事を継承する。

1 城下町の構造を活かした街づくりを進める。

2 蔵を含めた歴史的建造物などの保存し活用する。

3 先人の遺産を未来に引き継ぐ。

1 商店街において面的整備を進める。

2 適切な業種構成と商店街の環境整備を進める。

3 特色ある専門店・こだわりの店を育てる。

1 芸術文化施設を整備促進し芸術文化イベントを開催する。

2 他地域との交流・連携を進める。

3 地域情報化の推進

1 都市型新産業やニュービジネスなどの活動を支える環境を整える。

2 盛岡の都市的魅力を生かした都市型観光産業の育成強化を図る。

3 伝統的工芸品や特産品などの地場産業の振興を図る。

1 多様なニーズに対応した都市型集合住宅を整備促進する。

2 新しいタイプの市民連携が育つ都市型コミュニティをつくる。

3 身近に教育文化・医療保険・福祉などの生活維持機能を整備する。

4 市民参加の街づくりを推進する。

 文化・情報を発信する街

人が働き都市型産業が
発展する街

都心居住が楽しめる街

目標

歩いて楽しむ街

四季が感じられる街

歴史を受け継ぐ街

賑わいのある商店街が
連続する街



 50

して取り組むこととなっていた。 

これらの事業は、計画策定後実施されたものの、平成 19 年 3 月までの進捗率が

69.1％であり、未着手・中止も 55 事業あった。 

未着手・中止事業の理由としては、主に、地権者・関係者のコンセンサス形成が

困難であったものや多額の事業費となり財源捻出が困難となったことなどがあっ

た。 

 

 

資料：盛岡市商工課 

（４）個別事業について（◎は完了事業、■は着手中事業、▲は未着手・中止事業） 

ア 市街地の整備改善のための事業  

「市街地の整備改善のための事業」の事業進捗率は 52%であった。地区別の主

な実施事業は以下のとおり 

河南地区 （肴町・中ノ橋通・紺屋町・若園町・南大通・馬場町・下ノ橋町・鉈屋町・大慈寺町・松尾町） 

◎ 中ノ橋通コミュニティゾーンの整備(歩行空間の整備) 

◎ 中ノ橋地区街並みまちづくり事業（カラー舗装・照明装置の設置） 

◎ 盛岡水辺プラザ整備事業（河川敷の散策路整備） 

■ 中ノ橋通一丁目八幡町線整備（電線類地中化工事・歩道の融雪工事・石畳歩道の整備） 

■ 肴町３番地区優良建築物等整備事業（高齢者用賃貸マンション整備・平成 19 年度完了予定） 

▲ 肴町立体駐車場建設事業※（未着手理由１） 

55 事業

＜理由＞ 

1 地権者・関係者のコンセンサス形成が困難であったもの 15 事業

2 事業実施計画や整備プログラムの見直しがなされたもの 15 事業

3 事業費多額により財源確保が困難なもの 9 事業

4 適地が無く事業計画が定まらないもの 6 事業

5 既存の事業で別途実施することとしたもの 7 事業

6 事業効果の再検証により事業計画が見直されたもの 2 事業

7 他の民間開発が進展したもの 1 事業

旧中心市街地活性化基本計画未着手・中止事業数

旧計画掲載事業の実施状況（進捗率）

事業区分 事業数 完了 着手済 未着手 中止 進捗率

●市街地の整備改善のための事業 77 28 12 36 1 51.9%

●商業等の活性化に関する事業 42 10 24 8 0 81.0%

●その他の事業 59 24 25 10 0 83.1%

計 178 62 61 54 1 69.1%

平成19年3月31日までの事業
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▲ バスセンター周辺地区市街地再開発事業（未着手理由１） 

▲ 優良建築物等整備事業（中ノ橋地区・南大通地区）（未着手理由１） 

▲ 与ノ字橋の拡幅整備の検討（未着手理由３） 

▲ 橋の袂の緑地の整備の検討（下ノ橋、与ノ字橋、上ノ橋など）（未着手理由４） 

▲ 中ノ橋地区街並み・街づくり事業（路地小路の道路環境整備事業）中止事業（未着手理由６） 

＜概況＞ 

河南地区については、カラー舗装敷設や中津川散策路整備などの歩行者に配慮

した事業や、高齢者向け賃貸マンション整備など高齢者居住に配慮した事業が実

施された。 

しかし、肴町地区立体駐車場やバスセンター周辺市街地再開発などのマイカ

ー・バスの利便性向上のための事業については、コンセンサス形成困難等の理由

により未着手となった。 

 

 

河北地区 （大通・菜園・開運橋・中央通・本町通・材木町・長田町・内丸・大沢川原） 

     ◎ 梨木町上米内線整備事業（道路の４車線化と融雪装置設置・電線地中化） 

     ◎ 盛岡駅南大橋線（開運橋大沢川原線）整備事業（不来方橋の架橋と接続道路の４車線化・融雪装置の敷設） 

     ◎ 優良建築物等整備事業（再開発ビルの建設※盛岡駅前地区・東大通地区・大通三丁目地区・本町通地区で実施） 

     ■ 盛岡城跡保存整備事業（盛岡城跡石垣の保存修復） 

     ▲ 菜園地区立体駐車場建設事業（未着手理由１） 

     ▲ 大通三丁目立体駐車場建設事業（未着手理由１） 

     ▲ 大通・映画館通クロスポイント整備の検討（未着手理由１） 

     ▲ アーケード改修の検討（大通三丁目地区）（未着手理由１） 

     ▲ 岩手公園計画区域内の民間建築物などの移転促進及び公園拡充整備の検討（未着手理由１） 

     ▲ 市道岩手公園開運橋線整備事業（新計画へ移行）（未着手理由２） 

     ▲ 盛岡駅南大橋線（開運橋大沢川原線）整備事業（新計画へ移行）（未着手理由２） 

     ▲ 明治橋大沢川原線整備事業（新計画へ移行）（未着手理由２） 

     ▲ 盛岡駅長田町線整備事業（新計画へ移行）（未着手理由２） 

     ▲ 本町通拡幅整備検討（未着手理由２） 

     ▲ 大通・菜園地区コミュニティゾーン形成事業の導入検討（未着手理由３） 

          ▲ 県庁裏通りの歩道設置事業（未着手理由３） 

 

    ＜概況＞ 

河北地区については、国道４号バイパスと中心市街地をつなぐ上田一丁目界

隈の４車線道路整備や、盛岡駅前地区と開運橋・大沢川原地区の通行を円滑化

する道路整備が実施され、郊外から中心市街地へ向けた車両のアクセス性が一

層高まった。また、盛岡城跡の石垣保存修復や東大通地区再開発ビル整備など

で、内丸・東大通地区が若者の情報発信地となっている。 

しかし、菜園地区や大通三丁目の立体駐車場建設事業、大通三丁目アーケー

ドの改修などはコンセンサス合意形成がなされず未着手となった。中心市街地

の商店街に近い岩手公園開運橋線整備事業や盛岡駅南大橋線の東側（大沢川原）
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の地区については、事業計画の見直しから早期着手に至らなかった。 

そのほか大通界隈を歩いて楽しむためのコミュニティゾーン形成や県庁裏歩

道整備も事業費との兼ね合いから実施できず、魅力的な街路整備が進まなかっ

た。 

 

 

盛岡駅前地区 （盛岡駅前通・盛岡駅前北通・盛岡駅西通） 

     ◎ 盛岡駅地下通路整備事業（駅の東西を結ぶ地下通路の設置） 

     ◎ 開運橋飯岡線外２路線整備事業（中心市街地とバイパスをつなぐ道路の整備） 

     ◎ 盛岡駅南地区区画整理事業に併せた公共下水道事業（駅南地区の下水道設置） 

     ◎ 優良建築物等整備事業（盛岡駅前地区再開発ビルの建設） 

     ■ 盛岡駅東西自由通路（西口バスターミナルと盛岡駅東口をつなぐ自由通路の暫定供用） 

     ▲ 盛岡駅西口地区駐車場整備事業（未着手理由２） 

     ▲ 高架下などを利用した観光バス駐車場の検討（未着手理由３） 

     ▲ 盛岡駅東口延伸部（自由通路）整備事業（未着手理由３） 

     ▲ （仮称）交通センタービル建設工事（未着手理由３） 

     ▲ 北上川沿い道路（開運橋―旭橋間）歩道整備事業（未着手理由３） 

 

＜概況＞ 

盛岡駅前地区は、公共交通の一大集積地である盛岡駅があり、車両や公共交通

を利用しやすい環境に整備する事業が計画された。駅東西をつなぐ通路が地下と

駅 2階に整備され、バスやタクシーの西口への分散が促進され、東口バスターミ

ナルの混雑が緩和された。また、郊外から中心市街地をつなぐための道路整備が

なされ、中心市街地へのアクセス性が解消された。 

しかし、駅２階の東西自由通路については暫定供用のため狭隘である。また、

一部事業については整備計画の見直しや事業費多額による財源不足から進捗し

ていない。 

     

 

全域が対象 

         ■ 旧町名や歴史の活用促進（旧町名由来板の設置） 

         ▲ 平面駐車場の高度利用の促進（未着手理由１） 

         ▲ グリーンプロット整備の検討（未着手理由４） 

         ▲ 公開空地制度の活用（未着手理由４） 

          

 

 

＜概況＞ 

全市にまたがる事業については、旧町名や歴史由来板の設置は着手し、エリア

内の保存建築物保全に寄与したが、それ以外の事業については、事業実施にあた

り事業を精査した結果、実施を控える事業が多く見られた。 

   ▲ 中心市街地駐車場案内システムの検討（未着手理由６） 

    ▲ 住居専用都市型集合住宅整備事業（未着手理由４） 
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イ 商業等の活性化のための事業  

「商業等の活性化のための事業」の進捗率は 81%であった。地区別の主な実施

事業は以下のとおり 

河南地区 

          ◎ 肴町アーケードリニューアル事業（全蓋アーケード改修） 

          ◎ 街並み歴史資源の活用（番屋を生かした八幡地区消防防災センター設置） 

          ■ 中津川河川敷での各種イベントの実施（農業まつり・消費者まつり等） 

    ■ プラザおでって設置・活用（観光機能強化・地域交流施設の設置） 

    ▲ 肴町南端部核施設整備検討（未着手理由１） 

             

河北地区 

     ◎ 材木町立体駐車場事業（立体駐車場設置） 

     ◎ 大通リリオ立体駐車場整備事業（立体駐車場設置） 

     ◎ 東大通街路灯設置事業（再開発ビル前地中埋設街路灯設置） 

     ◎ インキュベーター機能整備支援事業（盛岡市産業支援センター） 

     ■ 盛岡城跡公園石垣ライトアップ 

 

盛岡駅前地区 

▲ 盛岡駅前立体駐車場建設計画(未着手理由 7） 

 

全域が対象 

     ■ 歴史と伝統のある祭りの実施（盛岡さんさ・チャグチャグ馬コ・盛岡秋祭り） 

     ■ 市の開催事業（よ市・花の市・骨董市等） 

     ■ 商店街イベントの実施 

     ■ 空き店舗活用促進事業（空き店舗補助） 

     ■ 商店街街路灯電気料補助 

     ▲ 商店街休閑地イベント広場整備（未着手理由１） 

     ▲ 商店街店舗のシースルー化促進（未着手理由１） 

     ▲ 空き店舗・空き地有効活用（未着手理由１） 

     ▲ 広場などの休憩スペースの確保（未着手理由１） 

     ▲ 盛岡行事祭事等見学・体験施設整備事業（未着手理由２） 

     ▲ 街なか工房共同展示コーナー設置事業（未着手理由５） 

＜概況＞ 

商業の活性化を図る事業としては、肴町アーケードのリニューアルが行われ

た。この事業はＴＭＯである盛岡まちづくり㈱が主体となって、老朽化したア

ーケードの更新に加え、路面の段差を解消し、情報案内板設置を実施した。 

これにより、アーケード架けかえによる透過光力の向上など、通りの雰囲気

が大きく改善されたほか、バリアフリーの路面となり、杖や車椅子者が安心し

て買い物できる商店街となった。このことで商店の立地場所としての魅力も大

きく向上した。今日、肴町界隈は中心市街地の中でも、空き店舗の少ない商店

街となっている（平成 18 年度調査時 1店舗）。 
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また、大通地区と材木町に立体駐車場を整備した外、大通のポイントカード

の設備更新などを支援して商業の高度化に寄与した。また、歴史と伝統ある盛

岡の祭りや商店街イベントの支援なども継続して行い、まちの吸引力を高め

た。 

一方、盛岡駅前地区の立体駐車場整備については、周辺に民設の立体駐車場

が増加して設置の必要性が薄れた。また、商店街の中の空き店舗や平面駐車場

などの低利用地を活用したイベント広場や休憩スペースの確保といった事業

についても、コンセンサス形成困難との理由から着手に至らなかった。これら

未着手事業については、コンセンサス形成困難が最も多い未着手理由であっ

た。 

その他、中心市街地内のインキュベート施設（盛岡市産業支援センター）が

整備されたことにより、情報サービス業やインターネット付随サービスといっ

た中心市街地内での新産業の定着を図ったが、施設開設から平成 19 年 3 月ま

での利用者 25 事業所のうち、施設退所後中心市街地内に事業所を確保して起

業した例は数件に留まり、中心市街地内における新たな事業所・従業者増には

至らなかった。 

ウ 交通や観光関連などのその他の事業  

その他（交通や観光の充実を図るための）事業」の進捗率は 83%であった。地

区別の主な実施事業は以下のとおり 

河南地区 

     ◎ 中津川散策路整備 

     ◎ レンタサイクルの整備 

     ◎ 盛岡てがみ館整備事業 

     ◎ 城南デイサービスセンター建設事業 

     ◎ 消防コミュニティセンター建設事業 

     ◎ もりおか女性センター整備事業 

     ■ 盛岡駅及び周辺バリアフリー整備 

     ■ 中津川市民活動の促進 

     ■ 歴史的建造物保全活用 

     ▲ 中津川自然工法整備の要請（未着手理由２） 

 

河北地区 

     ◎ トランジットモール化の検討(大通でのトランジットモール社会実験) 

     ◎ 映画祭実施(大通・映画館通を主会場とした映画祭) 

      ■ 盛岡博物館施設整備 

 

盛岡駅前地区 

■ 北上川ライトアップ 

▲ 立体歩道橋の撤去検討(未着手理由１) 
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全域が対象 

     ◎ オムニバスタウン事業の推進 

     ◎ 在来線新駅設置調査 

     ◎ 清水めぐりマップ 

     ◎ 公共施設内 LAN・インターネット整備 

     ◎ 地域ケーブルテレビ施設整備 

 ■ 快適観光空間整備事業 

  ■ 人にやさしいまちづくりの推進 

 ■ 都市景観形成整備促進 

    ■ 花いっぱい運動の推進 

    ■ 保存建造物保護庭園の指定拡大 

    ■ 観光コンベンション協会事業 

    ■ マンション自治会活動の支援 

    ■ NPO 活動の支援 

    ■ 伝統的まつり行事開催 

    ▲ もりおか蔵ネットへの支援（未着手理由２） 

    ▲ 学校の緑化整備の推進(未着手理由２) 

    ▲ 特定優良賃貸住宅供給促進事業(未着手理由６) 

    ▲ 高齢者向け優良賃貸住宅供給促進事業(未着手理由６) 

   ▲ 都市型ペンション整備の検討(未着手理由６) 

   ▲ 保健・福祉・医療機関関連施設事業（未着手理由５） 

    ▲ 花火大会(未着手理由５) 

    ▲ 健康づくりセミナーの開催（未着手理由５） 

 

           

＜概況＞ 

その他事業として、公共交通機関の利便性促進については、オムニバスタウ

ン計画に基づくバスロケーションシステムの導入や、都心循環バス「でんでん

むし」の運行が開催されたことや、バス利用をしやすい環境整備が図られた。 

しかし、中心市街地を循環する都心循環バスは利用者が増加しているもの

の、他の路線バスの利用客は伸び悩んでいる。トランジットモールの導入につ

いては、明確な有効性が打ち出せなかった。 

また、河南地区の交流センターとして、プラザおでってが整備されて、観光

案内所や盛岡てがみ館・もりおか女性センターなどが設置された。特に観光案

内所は、市内観光の拠点として平成 12 年以降の観光客数増加に貢献している。 

そのほか、商店街を中心にハンギングバスケットを設置したことから、中心

市街地の魅力向上に寄与した。 

また、本市における公営住宅整備については、低所得者に対して市内他地域

と比較して高家賃となることが想定されることや、現在地での建替えや住戸改

善事業を重点的に実施しており、現在のところ、中心市街地に新たな公営住宅 



 56

を設置する計画は見込まず、民間活力で対応しているため未着手となってい

る。 

未着手事業のうち、盛岡博物館整備事業については、歴史文化施設整備事業

に引き継がれることになっている。 

＜新計画に引き継がれる主な事業＞ 

・ 盛岡駅東西自由通路整備 

・ 中ノ橋通一丁目八幡町線道路整備 

・ 市道岩手公園開運橋線整備事業 

・ 明治橋大沢川原線（大通）整備事業 

・ 盛岡駅長田町線整備事業 

・ 盛岡駅南大橋線（大沢川原）整備事業 

・ バスセンター周辺地区再開発 

・ 大通三丁目立体駐車場整備事業⇒大通三丁目地区再開発ビル建設事業 

・ 商店街イベント事業 

・ 盛岡博物館整備事業⇒歴史文化施設整備事業 

（５）旧計画から導き出された課題 

① 旧計画における基本方針と目標は、効果を検証するための数値目標が無いた

め、目標達成の検証が十分なされないでいた。そのため、本計画の策定にあた

っては、目指すべき活性化の基本方針を明確にし、数値化した目標設定と、目

標達成度合いを検証する仕組みが必要である。 

② 活性化すべき範囲を明確にして、確実な事業実施がなされるエリア設定とす

ることが必要である。 

③ 実施目的の明確でない事業は、コンセンサス形成ができにくいため、実施す

る必要性の高い事業実施に特化する必要がある。 

④ 市街地の整備改善のための事業については、幹線道路など走行しやすい道路

整備の実施が中心市街地の外縁に留り、中心市街地内に残存した狭隘な道路の

渋滞解消を行う必要がある。併せて、駐車場整備もコンセンサス形成困難など

の理由から進まず、ボトルネック交差点の未解消となっていることから、中心

市街地内の交通アクセス性を向上させる必要がある。 

⑤ 商業等の活性化に関する事業については、アーケードや立体駐車場、街路灯

整備など、商業集積としての利便性が向上したが、通行量増加や販売額向上ま

では結びついてないため、エリアの魅力を向上させるため官民共同の推進体制

を強め、新たな商業基盤整備と連携した都市機能整備が必要である。また、伝

統的イベントや市民団体イベントと商店街との連携や、商店街イベントへの市

民団体の参加など、賑わい創出のため、多様な主体が連携し地域ぐるみの取り

組みとすることが必要である。 

⑥ 中心市街地におけるまちづくりの方向性としては、市、ＴＭＯや民間事業者

中心の取り組みであったことから、市民への事業説明や市民参加の拡充を図る

ことで、コンセンサスを形成し、市民本位のまちづくりを図る必要がある。 
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[５] 盛岡市における中心市街地の課題 

(1) 課題の総括 

中心市街地の現状と市民ニーズ及び旧中心市街地活性化基本計画などから導き

出された課題を整理すると、以下の６つに集約できる。 

① 商店街や個店の魅力向上 

魅力的な商業施設を整備して地域の集客力向上を図ると共に、少子高齢社会

を見据えて、個店や商店街が多様な顧客ニーズを的確に捉えて魅力向上に取り

組む必要がある。 

また、事業実施に向けての事業主体や商工団体、商店街、関係者などのコン

センサス形成や、事業効果を上げるための市民との協働を含めた事業実施体制

づくりを構築する必要がある。 

② まちの賑わいの連続性 

大規模な平面駐車場や老朽化した施設など、まちの連続性を欠く要因とな

っている土地や建物の再整備事業を推進して、良好な景観の創出や中心市街

地の賑わいの核づくりを図る必要がある。また、核として整備する商業施設

と商店街などが連携した取り組みを行う必要がある。 

③ 市民や来街者の吸引力向上 

市民や来街者の吸引力向上のために、誰もが気軽に中心市街地を訪れるこ

とができるための集客イベントや休憩できる場所等を整備するなど、まちの

賑わいを創出する必要がある。 

④ 安全で円滑な交通確保 

市民や来街者の歩行・通行環境を整備して、積雪時などを含む通行者の安全

確保を図る必要がある。また、中心市街地内の自動車走行を円滑なものとする

ため、幹線道路の整備による歩行者・自動車相互の安全性確保を図る必要があ

る。 

⑤ 便利で利用しやすい公共交通の利用促進 

中心市街地における渋滞解消や公共交通機関の一層の推進を図るため、利

用しやすいバスの整備や、鉄道とバスの相互乗り換えなど、公共交通機関利

用者の一層の利便性向上を図る必要がある。 

⑥ 自然や歴史的魅力のアピール 

市民や観光客が歩いて楽しめるまちとするために、自然や歴史・文化を生か

した「まちの顔」としての特色をアピールしていく必要がある。 
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 [６] 盛岡市中心市街地活性化基本方針 

本市の中心市街地活性化にあたり、以下の考え方に基づき基本方針を定める。 

基本的なテーマ 

 触れる・感じる・楽しむ 元気なまち『もりおか』  

（１） 中心市街地活性化についての考え方 

中心市街地は、国・県・市などの行政機能、商業・サービス業･金融業をはじめ

とした経済機能、歴史的遺産や自然などの観光機能、そして大学や病院などの高度

な学術・医術機能など多くの面において地域を牽引する役目を担うととともに、都

市の特色ある個性を内外に情報発信し、「まちの顔」としての役目を果たす地区で

ある。 

しかし、近年の車型社会の進展や市民の多様なニーズにより、市民の消費行動や

ライフスタイルに大きな変化が現れたことを受けて、｢まちの顔｣としての中心市街

地において、経済面の低迷が見受けられるようになり、中心市街地の優位性が相対

的に低下してきた。 

このようなことから、将来にわたって持続的に発展できる特色ある街づくりを進

めていくには、多くの面で地域を牽引し、居住や交流などの核となってきた中心市

街地の活性化が重要である。 

（２） 盛岡市における中心市街地活性化の意義 

本市の中心市街地は、景気低迷による商店数や小売年間販売額の減少のほか、郊

外型大規模小売店舗の影響や、統廃合による各種事業所規模の縮小、空き店舗の増

加などによる吸引力の低下が見られており、街の活力が徐々に失われている。 

しかし、中心市街地は、県都盛岡の中核として、地域の持続的な発展のけん引役

を強く期待されている地区であり、早急に商業活性化策や観光・歴史・文化の振興

策及びコンパクトで利便性が高い都市機能整備策の実施が求められている。 

また、商業・都市機能等の既存ストックが集積している中心市街地を、多くの人

が気軽に集うことができ、暮らしや便利さを実感できる賑わいと魅力に溢れた地域

として活性化を図ることにより、少子高齢社会の進展に対応したコンパクトで持続

可能なまちづくりが可能となる。 

以上のことから、総合計画等のまちづくりの考え方を基本とし、中心市街地を活

性化するためには、交流人口の増加を図り、居住人口も含めてその回遊性を高めて

いくことが重要である。 

そのために、本計画では、6つの課題の解決にむけて 3つの基本方針を立て、中

心市街地の活性化に取り組むものである。 

（３） 基本方針 

① 商店街の賑わいや魅力を楽しむ中心市街地の形成 

中心市街地における各商店街・個店の魅力向上を図るとともに、空き店舗や

平面駐車場などの低利用地における商業施設等の整備や、買い手と売り手の顔

が見える「おもてなしの商業」などにより、居住者や来街者が商店街を訪れる

ための動機付けを強め、まちの賑わいを楽しめる魅力あふれる中心市街地の形

成を目指す。 



 59

② 暮らしや便利さを感じる中心市街地の形成 

人口減少・少子高齢社会の進展や雪国ならではの特性を踏まえ、既存ストッ

クの有効活用を図りつつ、多様な都市機能や公共交通を整備して、住む人や訪

れる人が便利さを感じ、活発な交流を生むことのできる中心市街地の形成を目

指す。 

③ 盛岡の歴史や文化に触れる中心市街地の形成 

全国一律的ではない盛岡ならではの情報を様々な手法により発信し、自然や

風土、お祭り、イベント、市（いち）等を通して、多くの人が本市の中心市街

地を訪れたくなるような、そしてリピーターとなるような中心市街地の形成を

目指す。 
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２．中心市街地の位置及び区域 

[１] 位置 

位置設定の考え方 

盛岡のまちづくりは、約 400 年前に不来方の地に築城を開始したことに始まる。 

城下町は町割を五の字にして、城を三重構造の堀が巡り、商家や職人町が囲み、そ

の外側に侍屋敷などを配置したもので、当時としては新しい考え方に基づく城下町の

軍事や商業、交通などに配慮した環状市街地の道路形成が行なわれた。これが現在の

市街地の骨格となっている。 

本市は、近世以降、このような歴史的背景や優れた自然や風土に育まれながら、行

政機関や商業・サービス業などの業務や居住などの都市機能が集積する県都として、

さらには東北新幹線や東北自動車道の高速交通及び国道 4 号、国道 46 号、国道 106

号、国道 396 号、国道 455 号等が放射状に伸びた交通結節点として、岩手県内はもと

より広く北東北の交流拠点都市としての役割を担ってきた。 

このことを踏まえ，中心市街地の位置の設定にあたっては、歴史的な観点からも「ま

ちづくりの原点」とも言うべき役割を担っている盛岡城跡公園を中心に、広域的交通

結節点である盛岡駅及び盛岡バスセンターを両軸とした地域及びその周辺地域を中心

市街地と設定する。 

位置的にも、市の中心市街地は盛岡広域生活圏の中心でもある。 

＜盛岡市位置図＞ 
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［２］ 区域 

区域設定の考え方 

（1）区域についての基本的な考え方 

少子高齢に伴う人口減少社会の影響を避けられない状況において、盛岡市が盛

岡市広域、ひいては北東北における交流拠点都市として吸引力を現状どおり維持

するためには、都市の活力と魅力を一層高める必要がある。具体的には、北東北

の交通の要所となっている盛岡駅をはじめ、盛岡城跡公園、盛岡バスセンターと

つながるエリアを中心にして、交流人口を増加させ中心市街地の活性化を図って

いかなければならない。 

旧中心市街地活性化基本計画（以下「旧計画」と記す。）に基づく区域（396ha）

は、原則として町・丁目界や商店街組織・自治会組織を分断せず、市民にとって

「都心」や｢中心市街地｣という言葉で容易に想像できる地域等を加味して設定し

たが、本計画においては、今後 5 年間で投資効率を活かし中心市街地活性化の効

果を最大限に発揮させるため、中心市街地の範囲を絞り重点的に事業実施を行な

うこととする。 

（2）計画区域の範囲 

計画区域の設定にあたっては、市民にとって「都心」や｢中心市街地｣という言

葉で容易にイメージできる地域であり、原則として町・丁目界を境とし、商店街

組織や自治会組織を分断しない地域とする。 

具体的には、盛岡駅、盛岡城跡公園、盛岡バスセンターを結ぶ範囲を中軸とし、

都市福利施設が集積し、都心居住機能や観光機能等を有し、都心循環バスのルー

トが入った約 218ha を中心市街地の区域面積とする。 

（3）区域の面積   

  ・約 218ha 

        

       
 

資料：盛岡市商工観光部商工課

　　　　＋中心市街地

中心市街地区域図（218ｈａ）

北

盛岡駅前北通

盛岡駅前通

材木町

中央通三丁目

中央通二丁目
中央通一丁目

内丸

紺屋町

神明町

中ノ橋通一丁目

大通三丁目

中ノ橋通二丁目

開運橋通

菜園二丁目

菜園一丁目
大沢川原三丁目

大沢川原二丁目

大沢川原一丁目

盛岡駅西二丁目(一部)

大通二丁目

大通一丁目

肴町

南大通一丁目

八幡町

盛岡駅西一丁目（一部）
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[３] 中心市街地要件に適合していることの説明 

要    件 説                明 

第 1号要件 

当該市街地に、相

当数の小売商業

者が集積し、及び

都市機能が相当

程度集積してお

り、その存在して

いる市町村の中

心としての役割

を果たしている

市街地であるこ

と。 

○小売商業（飲食店除く）が集積 

平成 16 年商業統計調査によれば、盛岡市の小売商業のうち、約

25％の店舗が中心市街地に集積し、約 23％の従業者が働き、約

22％の年間販売額を有している。 

○民営事業所・従業者が集積 

平成 18 年事業所･企業統計調査によれば、盛岡市の民営事業所

のうち、約 27%が中心市街地に集積し、約 31％の従業者が働いて

いる。  

○行政・文化的施設などの公共公益施設が立地 

盛岡城跡公園及び周辺には、盛岡市役所、岩手県庁、岩手県警

察本部、盛岡東警察署、盛岡中央消防署、盛岡地方裁判所、盛岡

地方検察庁、県公会堂、県民会館、プラザおでってなど多数の市・

県・国の施設が一団をなしている。 

このように計画区域内には盛岡市あるいは盛岡広域を代表する

都市機能が集積しており、市の中心としての役割を果たしている。 

○可住地面積に占める区域の割合は小さい。 

中心市街地は、面積として可住地面積（＝総面積－（林野面積

＋主要湖沼面積）23,767ha（農林水産省 HP）の約 0.9％程度を占

める。 

以上のとおり、中心市街地は、相当数の小売商業、各種事業所、公

共公益施設等が、市内可住地面積の 0.9%という限られた範囲に密度高

く集積し、様々な都市活動が展開されている。また、盛岡市では中心

市街地を中心として商圏や通勤圏が形成されており、中心市街地に盛

岡市の小売店舗の約 25％、民営事業所の約 27%が集積していることか

らも、中心市街地は盛岡市及び岩手県において経済的、社会的に中心

的な役割を担っている地域である。 

第 2 号要件 

 当該市街地の

土地利用及び商

業活動の状況等

からみて、機能的

な都市活動の確

保又は経済活力

の維持に支障を

生じ、又は生ずる

おそれがあると

認められる市街

○小売業(飲食店除く)の店舗数、従業者数、販売額は減少し集積が低下

平成 11 年と 16 年実施の商業統計調査によると、盛岡市全体の小

売店舗数は約 10%の減少となっているが、中心市街地は約 12％の減

少となっている。 

従業者数については、市全体は約 1%の減少であるが、中心市街地

は約 10%の減となっている。 

年間販売額については、市全体は約 6%の減少であるが、中心市街

地においては約 12％の減少となっている。 

売場面積については、市全体は約 13%の増加であるが、中心市街地

は約 1%の減少となっている。 

○空き店舗の増加が見られる 
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地であること。 近年、郊外への大型店新規出店や、路面店から大規模小売店舗

のテナントとしての出店等により、中心市街地における空き店舗

数は増加傾向にあり、平成 18 年度末の空き店舗数は、平成 15 年

度末との比較で 53％増の 58 店舗となっている。 

○中心市街地の事業所数、従業者は減少し、集積が低下 

盛岡市の民営事業所数は、平成 8 年から 18 年に約 9.7%減少して

いるが、中心市街地の事業所数は約 15.3%減少している。また従業

者数も盛岡市全体は約 4.5%の減少であるが、中心市街地では約

10.2%の減少となっている。 

○中心市街地の歩行者通行量は減少 

中心市街地の歩行者通行量は各ポイントで減少を続けており、平

成 19 年には 15 年比で平均約 65％の通行量であり、半分程度の通行

量となっているポイントもある。 

以上のとおり、当該市街地は、店舗数、従業者数、販売額、歩行

者通行量等が減少しており、中心市街地としての機能的な都市活動

の確保や経済活動の維持に支障を生じている市街地である。 

第 3号要件 

 当該市街地に

おける都市機能

の増進及び経済

活力の向上と総

合的かつ一体的

に推進すること

が、当該市街地の

存在する市町村

及びその周辺の

地域の発展にと

って有効かつ適

切であると認め

られること。 

 

 

 

 

 

○上位計画との整合性 

本計画において、当該地区を中心市街地に設定することは、次に

掲げる各計画に整合するものである。 

①盛岡市総合計画 

盛岡市総合計画では、盛岡の個性ある歴史・文化やまちを取り

巻く美しい自然を保存継承しながら、多くの人を引きつける魅力

と求心力を持つ都市づくりを行うとともに、地域の特性を生かし

た産業の振興、盛岡ブランドの確立等により、少子高齢・人口減

少社会にあっても、人々が集まり、多様な分野で活発な交流が展

開されて、活力が生み出されるまち盛岡を目指すものとしている。 

中心市街地については、施策の体系の中で、活力ある産業の振

興において、多様で活発な商業・サービス業の振興、中心市街地

活性化、地域資源を活かした観光・物産の振興などを掲げている

とともに、快適な都市機能の確保において、適正な土地利用の推

進、魅力ある都市景観の形成、快適な居住環境の実現、賑わいの

ある市街地の形成、都市活動を支える交通環境の構築を掲げ、魅

力に溢れ人が賑わう中心市街地の整備を推進することとしてい

る。 

②盛岡市都市計画マスタープラン 

盛岡市都市計画マスタープランでは、中心地域のまちづくりの

目標を「都市の趣を大切にした元気で心豊かなまちづくり」とし、

水と歴史が育み、人情と活気あふれる中心地域の実現を目指して

いる。 
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③盛岡市地域再生計画 

地域再生計画は、盛岡城跡を中心に中心市街地が高密度に形成

された盛岡市の特性を活かし、市民や NPO との協働を図りながら、

『まちなか観光』『まちなか居住』を推進することにより、中心市

街地における観光や商業の活性化と市民の都心居住回帰を促し、

活力ある地域経済の再生に努め、「再び訪れたいまち」「住みやす

いまち」という元気なまちの実現を目指している。 

○ 中心市街地活性化による市及び周辺への波及効果 

本市の中心市街地は、盛岡広域生活圏の中心にあり、交流の拠

点であるとともに、圏内の小売業・飲食業はもとより公共サービ

ス・医療などの様々な都市サービスを提供する役割を担ってい

る。 

①岩手県最大の商圏を抱える都市 

平成 15 年岩手県広域消費購買動向調査によると、盛岡商圏は、

第 3次商圏（流入率 10％）を含めて、１市８町５村（合併により

現在２市７町２村）であり、商圏人口は約 51 万人、吸引人口約

35 万人を抱える岩手県最大の商圏を持っている。（岩手県人口：

約 140 万人） 

②広い通勤圏を持つ都市 

盛岡市は、東北新幹線、秋田新幹線、東北本線、田沢湖線、花

輪線、山田線、いわて銀河鉄道の鉄道沿線地域及び東北自動車道

に広い通勤圏を持っており、平成 12 年の国勢調査では、盛岡市を

中心とする 10％都市圏（通勤圏）人口は約 48 万人であった。 

③波及効果と有効性 

この中心市街地において、既存のインフラストラクチャー（社

会的経済基盤・社会的生産基盤）を活用し、快適に、安全・安心

に暮らせるコンパクトシティの実現を目指して、活性化を進めて

いくことは、行政の投資効率の向上や、今後の民間投資の誘引な

ど、盛岡市全体及び周辺市町村にその波及効果を及ぼし、地域全

体の活力向上につなげる上で、有効かつ適切である。 

以上のとおり、当市の中心市街地は盛岡市のみならず、岩手県

の商業・業務等の拠点として位置づけられており、当該中心市街

地における都市機能の増進及び経済活力の向上を総合的かつ一体

的に推進し面的な整備を行うことにより、来街者の増加を図るこ

とは、盛岡市全体さらには周辺地域の発展にとっても有効かつ適

切と考える。 
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３．中心市街地の活性化の目標 

[１] 中心市街地の活性化の目標 

＜中心市街地活性化の目標設定の考え方＞ 

盛岡市が実施した旧中心市街地活性化基本計画に基づく事業は、中心市街地を取

り巻く衰退の流れの中で、人口の減少やメインストリートにおける空き店舗の連鎖

などを、ある程度食い止める効果があったと考える。 

しかし、現行のままでは、衰退の趨勢は変わらないことから、短期的に目標を絞

り、集中的に活性化策を実施することにより、衰退傾向を食い止め、上昇傾向に転

換していく必要がある。また、中心市街地活性化にあたっては、市民とともに押し

進めていくことが大切であり、多くの市民の参加が必要である。 

よって、本市における中心市街地活性化基本計画においては、本市の現状及び総

合計画等のまちづくりの考え方や基本方針を踏まえ、今後 5 年間において確実に実

行すべき 2 つの目標をたて、目標の達成により交流人口の増加を図り、回遊性を向

上し中心市街地の活性化を図るものである。 

交流人口の増加及び回遊性向上にあたっては、中心市街地活性化基本計画の事業

を実施し、商業の活性化・文化の振興を図り、さらにはコンパクトで利便性が高く

高齢者等にも優しい市民参加型のまちづくりを目指すものである。 

また、中心市街地を活性化することにより、盛岡広域生活圏の中心部としての役

割、県都としての役割、さらには北東北の交流拠点都市としての役割を果たそうと

するものである。 

 

目標 １ 賑わいあふれる中心市街地 

地域商業の中核となるような商業施設の整備、空き店舗の解消、商店街イ

ベントの開催の支援、商店街・個店の魅力向上支援事業などに取り組むこと

や、公共交通利用促進関連事業によるアクセス性の向上及び都市福利施設の

充実などにより徒歩・自転車・公共交通利用者の増加を図ることで、賑わい

あふれる中心市街地を目指す。 

 

目標 ２ 訪れたくなる中心市街地 

盛岡の豊かな歴史や文化に触れることのできる施設の整備、盛岡城跡公園を

活用する事業、中津川などの自然資源を生かす取り組み、祭りなど観光資源を

活かす事業を実施することで、多くの人々が誇りや親しみを共感し、訪れてみ

たくなる中心市街地を目指す。 
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[２] 目標年次の考え方 

本基本計画の計画期間は、平成 20 年 7 月から事業の効果が発現すると見込まれ

る平成 25 年 3 月までの概ね 5 ケ年とし、その最終年度である平成 24 年度を目標

年次とする。 

 

[３] 数値目標設定の考え方 

（１）数値目標設定の考え方 

①「賑わいあふれる中心市街地」の指標の考え方 

「賑わいあふれる中心市街地」の指標として、商店数、小売年間販売額、空

き店舗数、都心循環バスの利用者数、歩行者・自転車通行量などが考えられる。 

  小売年間販売額については、中心市街地全体の販売額を確認できることから、

市民にも理解されやすい指標であり、商業統計調査、経済センサス、市独自の

フォローアップ調査などにより定期的に把握できる指標である。 

    また、歩行者・自転車通行量については、中心市街地の賑わいや回遊性の向

上などを測定できる指標であり、これまでも盛岡まちづくり㈱が定期的に調査

をしていることから、今後も定期的なフォローアップが可能であり市民にも理

解されやすい指標でである。 

  このことから、「中心市街地の小売年間販売額」、「中心市街地の歩行者・自転

車通行量」を指標として設定する。 

 

 ②「訪れたくなる中心市街地」の指標の考え方 

「訪れたくなる中心市街地」の指標として、観光客入込数、観光客宿泊者数、

観光文化施設入館者数などが考えられる。 

    本市では、日帰観光客数及び宿泊観光客数を調査していることから、定期的

なフォローアップが可能であり、日帰観光客数及び宿泊観光客数を合算した観

光客入込数は市民に理解されやすい指標である。このことから「盛岡市街の観

光客入込数」を指標として設定する。 
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[４] 具体的な目標数値 

Ⅰ 「賑わいあふれる中心市街地」の数値目標 

 １．中心市街地の小売年間販売額  

商業統計調査は、5年に１度の本調査、さらには本調査より 2年後に簡易調査

が実施され、この中で小売年間販売額が把握されている。 

この調査によれば、中心市街地において小売年間販売額の減少傾向が窺われ

る。さらに、平成 19 年は郊外型大型店開業の影響等により 816 億 5,900 万円と

推計されることから、このまま減少傾向が継続すると考えられる。 

このことから、地域内における小売販売額の減少傾向を食い止め、上昇傾向

に転ずることは、中心市街地の活性化にとって重要な取り組みとなる。 

以上のことを踏まえ、本計画においては、中心商店街の小売年間販売額を指

標とすることとし、現在の減少傾向を食い止めることを最大の目標とし、事業

実施により商店街・個店の魅力を高め、郊外型大型店開業の影響を受ける前の

平成 16 年の数値に戻すことを目指していくものである。 

 

中心市街地の小売年間販売額 

現況数値 

（平成 19 年） 

目標数値 

（平成 24 年） 

816 億 5,900 万円 869 億 3,900 万円 
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１．回帰分析による推計：▲38 億 7,500 万円 

（１）回帰分析による推計値 

平成 9年から 16 年にかけて行なわれた商業統計調査によると、中心市街地

の小売年間販売額（飲食業除く）は、減少傾向を示している。 

     小売年間販売額の伸び率を回帰分析の自然対数式で推計すると次のとおり

となる。 

     回帰分析による中心市街地の小売年間販売額の推計結果 

9 年 11 年 14 年 16 年 
実数値 

1,151.50 986.83 1,061.11 865.44
単位：億円 

19 年 20 年 21 年 22 年 23 年 24 年 回帰推

計値 896.75 887.75 879.47 871.81 864.68 858.00 

   Y=-10340logｘ+114469（Ｘ：平成Ｘ年 Ｙ：中心市街地の小売年間販売額） 

    回帰分析による中心市街地の小売年間販売額の推計結果より、 

     858 億円－896 億 7,500 万円＝▲38 億 7,500 万円 

 

２.平成 19 年小売年間販売額の推計：816 億 5,900 万円 

 （１）平成 16 年商業統計調査以降の商業環境の変化による増減 

    回帰分析による推計値には、16 年商業統計調査（15 年以降）以降の中心市街

地を取り巻く商業環境の変化を考慮していないことから、この影響を考慮する

必要がある。 

  その際、直近の 16 年商業統計のデータから、中心市街地内の小売年間販売額

と売場面積の値を用いて、１㎡あたりの小売年間販売額を想定し、大規模小売

店舗出店等に伴う影響を推定する。 

中心市街地の小売年間販売額と売場面積 

 16 年 

小売年間販売額（億円） 865.44 

売場面積（㎡） 113,844 

中心市街地の店舗面積１㎡あたりの売上高は以下の通り算出する。 

      865 億 4,400 万円÷113,844 ㎡≒760,000 円／㎡  

 

①10,000 ㎡を超える郊外型大規模小売店舗の出店による影響（マイナス要因） 

平成 16 年商業統計調査以降に、郊外に店舗面積 10,000 ㎡を超える大規模小売

店舗が開店した影響について市が事情聴取したところによると、開店当初は「そ

れほど影響が感じられない。」という商店街が多かったが、岩手県による消費購

買動向調査によると前潟地区と盛南地区の地元購買率が高くなっており、影響

が出ていることが窺える。 

そこで、郊外型大規模小売店舗の想定小売年間販売額等を考慮して、中心市街

地に与える小売年間販売額の減少分を 112 億 9,200 万円と見込む。 

    【積算概要】 

     ○ 郊外型大規模小売店舗の㎡あたりの小売年間販売額 
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       前潟地区の大型店の売上額 215 億 6,000 万円（新聞報道） 

       飲食・サービス以外の小売年間販売額 

小売売場面積÷商業施設面積×215 億 6,000 万円 

＝39,800 ㎡÷45,000 ㎡×215 億 6,000 万円＝190 億 6,900 万円 

       郊外型大規模小売店舗の１㎡あたりの販売額 

190 億 6,900 万円÷39,800 ㎡＝479,000 円/㎡ 

ア．前潟地区の大規模小売店舗の小売年間販売額 

190 億 6,900 万円 

イ．盛南地区の大規模小売店舗の小売年間販売額 

37,195 ㎡×479,000 円/㎡＝178 億 1,600 万円 

ウ．津志田地区の大規模小売店舗の小売年間販売額 

スーパー部門（3,488 ㎡）の小売年間販売見込額は 24 億円（新聞報

道）である。スーパー部門以外の販売額は、郊外型大型店の 1㎡当た

りの販売額を見込むものとする。 

24 億円＋（13,566－3,488）㎡×479,000 円 

≒24億円＋48億2,700万円＝72億2,400万円 

エ．玉山区の大規模小売店舗の影響 

平成 20 年 4 月に玉山区に大規模小売店舗（売場面積 16,320 ㎡）が

開店するが、中心市街地から約 20km の距離にあるため中心市街地の

売上に与える影響はほぼ無いと見込む。 

オ．ア～ウの影響度 

消費購買動向調査によると、前潟・盛南地区の商圏ウェイトが

25.6％であること、また郊外型大規模小売店舗の吸引度はその他の郊

外ロードサイド店や通勤圏にある周辺市町村に対する影響も大きい

結果が出ていることなどから中心市街地に対する影響度を 25.6％と

見込む。 

（ア+イ+ウ）×25.6％＝（190 億 6,900 万円+178 億 1,600 万円 

+72 億 2,400 万円）×25.6％≒112 億 9,200 万円 

 

②中心市街地の大型店撤退による影響（マイナス要因） 

     「ダイエー盛岡店」（8,908 ㎡）が平成 17 年 11 月に閉店し小売面積が減少

した。閉店前のダイエー盛岡店 1 ㎡あたり小売販売額は、通常より 2 割程度

低かったと想定し、小売年間販売額を 54 億 1,600 万円の減少と見込む。 

     （内訳）8,908 ㎡×760,000 円/㎡×80％≒54 億 1,600 万円 

 

  ③中心市街地内に開店した商業施設の効果 

   ア．「ＭＯＳＳビル」開業による効果 

     「ダイエー盛岡店」跡地に「ＭＯＳＳビル」（5,698 ㎡）が平成 18 年 12 月

に開店したため、小売年間販売額を 43 億 3,000 万円の増加と見込む。 

     （内訳）5,698 ㎡×760,000 円/㎡≒43 億 3,000 万円 
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イ．｢マルイチ中ノ橋通店｣開業による効果 

     平成 19 年 7 月に開店した「マルイチ中ノ橋通店」は店舗面積が 1,748 ㎡で

あるため、小売年間販売額を 13 億 2,800 万円と見込む。 

     （内訳）1,748 ㎡×760,000 円/㎡≒13 億 2,800 万円 

     なお、19年は7月開店のため、販売額を見込み額の半分と推定し、13億2,800

万円×1/2＝6 億 6,400 万円と見込む。 

 

   ウ．「盛岡駅ビルフェザン」増床による効果 

     平成 17 年 7 月にフェザン南館がオープンし、3,741 ㎡の増床（13,175 ㎡⇒

16,916 ㎡）となったため、小売年間販売額を 28 億 4,300 万円の増加と見込む。 

     （内訳）3,741 ㎡×760,000 円/㎡≒28 億 4,300 万円 

 

エ．｢マックスバリュ盛岡駅前北通店｣増床による効果 

    平成 18 年 3 月に「マックスバリュ盛岡駅前北通店」が 1,125 ㎡増床（2,203

㎡⇒3,328 ㎡）したため、小売年間販売額を 8億 5,500 万円の増加と見込む。 

    （内訳）1,125 ㎡×760,000 円/㎡＝8億 5,500 万円 

 

 

   したがって、平成 19 年の中心市街地の小売年間販売額は、816 億 5,900 万円と

推計される。 

 

 

 ３．中心市街地活性化基本計画に基づく事業実施の効果：91 億 5,500 万円 

 

（１）「大通三丁目地区再開発ビル建設事業」による大型店開業による効果 

     平成 21年開業予定の大通三丁目地区再開発ビルの店舗面積は5,500㎡とな

っているが、小売売場面積が約半分とのことであるため、小売年間販売額を

20 億 9,000 万円と見込む。 

   （内訳）5,500㎡×50％×760,000 円/㎡＝20 億 9,000 万円 

 

 （２）｢中ノ橋一丁目プロジェクト｣による大規模小売店舗建て替えによる効果 

     平成 23 年｢中ノ橋一丁目プロジェクト｣による新装開店により、中三盛岡店

の現在の 5％増の来客者を想定している。18 年度有価証券報告書により、年

間売上高（64 億 8,300 万円）から飲食・喫茶・サービスの割合を除いた金額

を小売販売額(97.2%)とし、その5％の売上増として小売年間販売額3億 1,500

万円の増加を見込む。 

    （内訳）64 億 8,300 万円×97.2％≒63 億 100 万円 

63 億 100 万円×5％≒315,000,000 円＝3億 1,500 万円 
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 （３）「バスセンター周辺地区再整備事業」による商業床整備による効果 

     平成 24 年開業予定の「バスセンター周辺地区再整備事業」により商業床が

約 2,000 ㎡増加することにより、小売年間販売額を 15億 2,000 万円と見込む。

なお、平成 24 年開業のため、初年度は販売額を見込額の 50％と見る。 

    （内訳）2,000 ㎡×760,000 円/㎡＝15 億 2,000 万円 

        1,520 百万円×50％＝7億 6,000 万円 

 

 （４）観光客入込数の増加による効果 

中心市街地活性化基本計画に基づく事業実施により観光客の増加が想定さ

れるため、観光客の観光消費額の増加を見込む。 

平成18年版岩手県観光統計概要によると盛岡市街での1人1日あたりの観

光消費額は 9,328 円であり、このうち宿泊及び宿泊に伴う飲食代 5,042 円を

除いた 4,286 円を小売販売額と見込む。24 年は 16 年に比べて観光客入込数

が 511 千人増加するため、小売年間販売額は 21 億 9,000 万円(24 年推計の約

2.7％増)を見込む。 

（内訳） 24 年 （3,720-3,209）千人×4,286＝21 億 9,000 万円 

 

観光客入込数見込み                           

 16 年 24 年 

観光客入込数（推計値） （千人） 3,209 3,720 

増加小売年間販売額  （億円）  21.9 

                        （資料：盛岡市観光課） 

 

（５）空き店舗活用促進事業による小売販売額への効果 

盛岡市では、中心市街地の空き店舗を活用して店舗展開する店舗に対し、

30 万円を限度として、改装費の助成を行っている。 

平成 18 年度における助成該当店の年間販売目標額の平均値から、１店舗あ

たりの小売年間販売額を想定すると 2,700 万円となる。 

過去 3 年間で 37 店舗に助成し 7 店舗廃業しているため、1 年当たり 10 店

舗新規開店している。今後 5年間で 50 店舗の新規開店を見込むため、小売年

間販売額 13 億 5,000 万円（24 年推計の約 1.7%増）を見込む。 

    （内訳）空き店舗活用促進事業店の 18 年度平均小売年間販売想定額 2,700

万円 

今後 5年間の小売年間販売額＝2,700 万円×50 店舗＝13 億 5,000 万円 

                 

（６）その他中心市街地活性化事業等総合的な取り組みによる効果 

①商店街活性化事業等による影響 

商店街活性化事業としては、平成 16 年度以降の新規事業として、いしが

きミュージックフェスタや盛岡スクエア事業、「映画のまち盛岡」推進事業
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及びチャレンジショップ開設事業などを実施している。 

また、以前から春の「YOSAKOI さんさ」や夏の「さんさ踊り」、秋祭りの

山車運行などさまざまなイベントが中心市街地で開催されており、これらの

事業実施に伴う小売販売額への影響が考えられる。 

 

②その他の事業実施による影響 

公共交通関連事業による中心市街地へのアクセス性の向上やマンション

等の建設により中心市街地の歩行者・自転車通行量や居住者の増加が想定

されることから小売販売額への影響が考えられる。 

 

これらによる小売年間販売額の押し上げ効果を 3％と見込み、816 億

5,900 万円(19 年推計値)×3％≒24 億 5,000 万円と想定する。 

     

 

４．目標年次の盛岡市中心市街地の小売年間販売額 

平成 24 年の目標値は 19 年の小売年間販売額推計値に、回帰分析による推計と

各種事業の効果を加えたものであることから、 

816 億 5,900 万円－38 億 7,500 万円＋91 億 5,500 万円＝869 億 3,900 万円 

 

  ●フォローアップ 

   盛岡市が、平成 19 年に実施された商業統計調査及び 23 年に予定されている経

済センサスの実数値により実態を把握する。 

その際、19 年現況値については、16 年商業統計調査結果をもとに推計で設定し

ているため、20 年に公表予定の 19 年商業統計調査の実績値により検証を行うこと

とする。 

なお、目標年の 24 年など商業統計調査等による実数値が把握できない年におい

ては、中心市街地内の 10,000 ㎡を超す大規模小売店舗と商店街の分担率、中心市

街地活性化基本計画事業による新たな商業施設の販売額及び各商店街の小売店舗

からの調査により実態を把握し検証を行う。 

   また、毎年の調査結果を踏まえ、目標達成に関する事業の進捗の確認及び状況

に応じた措置を行うものとする。 
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２． 中心市街地の歩行者・自転車通行量 

例年、盛岡まちづくり㈱が、イベント等の影響が少ない 3 月末の日曜日・

月曜日の 2 日間、市内の通行量調査(歩行者・自転車・バイク・自動車)を実

施（平成 19 年 3 月は調査未実施のため平成 19 年 4 月の 3 週目の日曜日・月

曜日に調査実施）している。 

この調査によれば、地域によって休日・平日の通行量が異なる傾向が窺わ

れることから、休日・平日を通して多くの交流人口が街を回遊することによ

り、消費活動を含め多くの面で中心市街地が活性化すると考えられるため、

歩行者・自転車通行量を増加させることは重要な取組となる。 

以上のことを踏まえ、本計画においては、中心市街地 8 ポイントの歩行者

と自転車の一日あたり通行量(日曜日・平日２日間の平均値)の合計値を指標

とすることとする。 

また、このままの状況が進めば目標年次には約 16％減の約 42,000 人にな

ると考えられることから、事業実施により回遊性を高め、平成 30 年には郊外

型大型店の影響の少なかった平成 15 年当時の数値を目指すこととし、当面こ

の 5 年間においては第一段階として現在の減少傾向を食い止め、市内で最も

賑わいのある地点の一つである大通三丁目地区のポイントと同じ通行量分

9,000 人増の 51,000 人（19 年の数値より約 1.5％の増加）を目指すものであ

る。 
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中心市街地歩行者自転車通行量測定 8ポイント 

 

 

 

１．回帰分析による推計：▲8,379 人 

平成 15 年から 19 年にかけて実施した通行量調査によると、5 年間で 29,314

人の減少となった。 

歩行者・自転車の通行量の伸び率を回帰分析の自然対数式で推計すると下記

のとおりとなる。 

また、24 年における回帰分析による中心市街地の歩行者・自転車通行量は 19

年より 8,379 人の減少となる。 

   回帰分析による中心市街地の歩行者・自転車通行量の推計結果 

15 年 16 年 17 年 18 年 19 年 

77,369 75,054 59,031 62,916 50,260
単位：人 

20 年 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 
実数値 

51,578 49,112 46,976 45,091 43,406 41,881 

   Y=-15,999.238logX+80,245.244（X：平成 X年 Y：中心市街地の歩行者・自転車通行量） 

    回帰分析による中心市街地の歩行者・自転車通行量の推計結果より、 

     41,881 人－50,260 人＝▲8,379 人 

 

 

 

№ 町　　名 場　　所 調査内容 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 H19/H15

日曜 2281 3474 1495 1115 1465 64%

平日 3350 5957 2839 2755 2660 79%

日曜 11,378 11,442 8,131 7,860 7,392 65%

平日 11,528 10,955 8,763 11,416 7,457 65%

日曜 12,085 12,159 10,065 9,008 9,047 75%

平日 13,435 13,362 11,772 11,648 8,386 62%

日曜 18,626 18,925 13,661 12,540 13,601 73%

平日 17,451 19,067 13,394 16,223 9,746 56%

日曜 7,715 5,090 4,933 4,429 4,661 60%

平日 9,939 8,893 7,535 9,964 6,626 67%

日曜 11,986 8,937 8,389 8,188 6,654 56%

平日 10,447 9,891 9,141 10,400 7,024 67%

日曜 10,223 8,539 7,163 7,099 6,413 63%

平日 8,169 7,583 6,336 9,463 5,239 64%

日曜 2,904 2,602 1,934 1,235 1,761 61%

平日 3,221 3,231 2,511 2,488 2,387 74%

154,738 150,107 118,062 125,831 100,519 65%
77,369 75,054 59,031 62,916 50,260 65%
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２．中心市街地活性化基本計画に基づく事業実施の影響:9,150 人 

（１）歴史文化施設の整備による効果：218 人 

本事業実施によって年間 114,000 人を見込んでおり、年中無休のため一

日あたりの入場者数は 

114,000 人÷365 日≒312 人となる。 

このうち、20％の人が循環バス等を利用してバスセンターから徒歩で来

ると想定すると、調査ポイントＥでは、 

312 人×20％≒62 人の増加を見込む。 

また、調査ポイントＢ、Ｃ、Ｄでは駅へ向かう人を、Ｆ、Ｈでは肴町商

店街へ回遊する人を見込むことから、各ポイントに 10％の回遊を見込んだ、 

312 人×10％×5（ポイント）＝156 人の通行量増加を見込む。 

 

（２）大通三丁目地区再開発ビル事業による効果：200 人 

本事業によって一日あたりの入店者数を 2,500 人と推定する。 

このうち、自家用車の影響を考慮し、5％が徒歩・自転車で来ると想定す

ると、一日あたりの来店者は、 

2,500 人×5%＝125 人となる。 

 このうち、調査ポイントＢでは駅に向かう人を、調査ポイントＣ、Ｄ、

Ｇでは盛岡スクエアを回遊する人を見込むことから、各ポイントに 40％の

回遊を見込んだ、 

       125 人×40％×4（ポイント）＝200 人の通行量増加を見込む。 

 

（３）中ノ橋通一丁目プロジェクト事業による効果:1,125 人 

本事業によって一日あたりの入店者数を 5,000 人と推定する。 

このうち、バス停が隣接していること及び自家用車の影響を考慮し、15％

が徒歩・自転車で来ると想定すると、調査に影響する入店者は、 

5,000 人×15%＝750 人となる。 

このうち、調査ポイントＥでは盛岡城跡公園及び官庁街へ向かう人を、

調査ポイントＦ、Ｈでは肴町商店街を回遊する人を見込むことから、各ポ

イントに 50％の回遊を見込んだ、 

       750 人×50％×3（ポイント）＝1,125 人 

 

（４）商店街活性化事業による効果：528 人 

商店街活性化事業の実施により、商店街に年間を通した魅力の向上を図

り、Ａ～Ｈ全地点の増加を図る。 

①「映画の街盛岡」・映画祭の効果 

路地・小みちネーミング事業など映画を切り口としたまちづくりを行う

「映画の街盛岡」推進事業の推進や、みちのく国際ミステリー映画祭を発

展させて開催する「映画祭」の開催により、平成 20 年は年間を通した通行

人の増加は、みちのく国際ミステリー映画祭の18年集客数13,000人の10％
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とする。また、次年度以降は前年数値に対し、毎年 500 人ずつの増加を目

指す。 

（13,000 人×10％＋500×4）÷365 日≒9人 

②商店街の魅力向上の効果 

商店街リフレッシュ事業、商店街情報発信事業、空き店舗活用促進事業、

市（いち）の開催を含めた商店街イベント(平成 18 年度のイベント実施数

377 回)等により、商店街の魅力を向上し、通行量の増加を図る。 

なお、事業実施による効果を平成 21 年調査からとする。 

増加人数については、商店街イベント想定参加者の 5%とし、次年以降は

前年数値に対し、毎年 500 人の増加を目指す。 

年間イベント想定参加者＝1,000 人×377 回×5％＋500 人×4 

（平成 18 年度は 377 回実施） 

＝20,850 人 

      このことから、一日あたりのイベント想定参加者を、 

       20,850 人÷365 日≒57 人と見込む。 

 

①と②より、9人＋57 人＝66 人 

66 人×8地点＝528 人 

 

（５）公共交通利用促進関連事業による効果：4,188 人 

公共交通移動円滑化設備整備費補助事業等の公共交通利用促進関連事業

により郊外部から中心部へのアクセス性の向上が図られ、Ａ～Ｈ全地点の

増加を図る。 

このことによる歩行者・自転車通行量の増加を平成 25 年の回帰分析数

値の 10％と推定する。 

41,881 人×10％≒4,188 人 

 

（６）その他総合的な取り組みによる効果：2,891 人 

①観光客増加による効果 

盛岡ブランド推進計画の実施、ハンギングバスケット・盛岡小さな博物

館等の事業の実施により盛岡市の好感度を上げ、年間を通した魅力の向上

を図り、Ａ～Ｈ全地点の観光客増加による通行量の増加を目指す。 

このことによる歩行者・自転車通行量の増加を、1,027 人と推定する。 

 

平成 18 年増加観光客数÷365 日×50%(約半数と推定(盛岡市観光課よ

り聴取))×２(１往復)×5（5 地点を歩くと推定）×0.3（季節的要因を

30％と推定）で計算する。 

 250,000 人÷365 日×50％×２回×５（地点）×30％＝1,027 人    
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②居住者増加による効果 

中心市街地活性化計画に基づいたマンション等の建設により、まちなか

居住の居住者の増加が見込まれるため、その影響について考慮する。 

マンション等は、平成 22 年 1 棟（130 人）、平成 23 年に１棟（280 人）、

平成 24 年に 1棟（390 人）予定されていることから、それぞれ次年度より

通行量調査に影響が出ると見込まれる。影響数値については、中心市街地

でのアンケート結果（平成 18 年調査）により、約 8％が中心部に月に 5～6

回訪れており、これに中心市街地活性化による効果を１％加算することと

する。また、マンション立地付近の 3地点（E・F・H）及び大通・映画館通

り 3地点（C・D・G）を往復するとし、864 人が増加する推定する。 

（130+280+390）人×（8+1)％×6地点×２回（1往復）＝864 人 

 

③その他の事業推進による効果 

その他の中心市街地活性化のための事業推進によりＡ～Ｈ全地点併せ

て、1,000 人の増加を目指す。 

 

  （７）上記事業により得られる効果 

（1）～（6）までの中心市街地活性化基本計画に基づいて実施される各種

事業の実施により、中心市街地の歩行者・自転車通行量は以下のとおり増

加するものと推定する。 

 25 年 

歴史文化施設の整備による効果 218 

大通三丁目地区再開発ビル建設事業による効果 200 

中ノ橋通一丁目プロジェクト事業による効果 1,125 

商店街活性化事業による効果 528 

公共交通利用促進関連事業による効果 4,188 

その他総合的な取り組みによる効果 2,891 

計（人） 9,150 

 

３．目標年次の盛岡市中心市街地の歩行者・自転車通行量 

平成 24 年の目標値は、19 年の現況値に回帰分析による推移（19 年実測値と 25

年回帰分析数値の差）と各種事業の効果を加えたものであることから、 

50,260－8,379＋9,150＝51,031≒51,000 人/日 

 

●フォローアップ 

    盛岡まちづくり㈱が、原則毎年 3月末の日曜日・月曜日に調査を実施する。 

調査にあたっては、精度を期するため調査チェック体制を整え、必要に応じ

て適切な措置を講ずるものとする。 

また、毎年の調査結果を踏まえ、目標達成に関する事業の進捗の確認及び状

況に応じた措置を行うものとする。 
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Ⅱ 「訪れたくなる中心市街地」の数値目標 

 １．盛岡市街の観光客入込数 

盛岡市では、総合計画並びに盛岡市観光推進計画において、盛岡市街、つな

ぎ温泉、都南地区、玉山地区合わせた年間観光客入込目標数を、平成 21 年では

460 万人、26 年では 490 万人としている。 

中心市街地において、観光客が増加することは、観光客相手の経済活動(宿

泊・飲食・お土産販売等)が活性化するとともに、観光ボランティアなど地元市

民との触れ合いの中で、新たな交流が生まれるなど、新たな市民活動や文化活

動などへの発展が期待できる。また、盛岡市街の観光客のほとんどが中心市街

地の観光客であることから、中心市街地の活性化にとって「盛岡市街の観光客

入込数」を増加させることは重要な取り組みとなる。 

以上のことを踏まえ、本計画では、現在、盛岡市街の観光客が市全体の観光

客の約 77%を占めており、15 年当時より 3%程度伸びていることから、総合計画

及び盛岡市観光推進計画の想定する26年の盛岡市街の観光客入込数を392万人

（盛岡市全体 490 万人から見た約 80％）と想定し、これに向けた観光客入込数

の増加を図るため、中心市街地活性化基本計画に基づく事業実施により、24 年

には、これまでの傾向が続いた場合の数値（特殊要因を除く。）に 20 万人を加

算した 372 万人を目指していくものである。 

 

盛岡市街の観光客入込数 

現況数値 

(平成 19 年) 

目標数値 

(平成 24 年) 

365 万人 372 万人 

 

 

 

盛岡市街観光客入込数

306

321

344 347

365
372

352

270

290

310

330

350

370

390

410

H15 H16 H17 H18 H19 H24

（
万

人
）

対策を

講じない

場合

目標値（Ｈ24）

372万人



 80

１．中心市街地活性化基本計画に基づく事業実施の効果:198,150 人 

（１）歴史文化施設の整備による効果 

歴史文化施設は平成 23 年度開館予定であり、盛岡の歴史を総合的･通史

的に紹介することや、近代の暮らし文化・祭り・年中行事などを紹介、さ

らには市民活動を支援する施設である。 

当該施設における新たな観光客の効果を 114,000 人と見込む。 

 

（２）盛岡ブランド推進計画の実施による効果 

観光地としての魅力向上や産業の活性化等のため平成 26 年度を目標に、

平成 18 年に盛岡ブランド推進計画を策定した。 

この計画の啄木・賢治生誕祭・短歌甲子園（全国高校生短歌大会）・チャ

グチャグ馬コ・盛岡さんさ踊り・盛岡秋祭りなどのイベント等を効果的に

情報発信することにより、初年 10,000 人の増加を目指し、次年以降毎年

10,000 人の増加を目指す。 

 10,000 人＋10,000 人×4年＝50,000 人 

      

（３）盛岡城跡公園関連イベントの実施による効果 

盛岡城跡公園ライトアップ、盛岡城いしがき文化祭、いしがきミュージ

ックフェスティバル、もりおか城・石垣あかりの市（いち）等、盛岡城跡

公園をステージに情報提供を効果的に実施しながら各種イベントを実施す

ることにより、初年 1,000 人の増加を目指し、次年以降毎年 1,000 人の増

加を目指す。 

 1,000 人＋1,000 人×4年＝5,000 人 

 

（４）「映画の街盛岡」・映画祭の実施による効果 

初年は、それぞれの事業展開により、「みちのく国際ミステリー映画祭」

の平成 18 年集客数 13,000 人の 10％増を目指す。次年以降は毎年 500 人の

増加を目指す。 

 13,000 人×10％＋500 人×4年＝3,300 人 

 

（５）商店街イベント等の充実による効果 

イベントごとの集客数を集計していないため、集客数を、各イベント

1,000 人とし(参考：材木町よ市は 5,000 人）、約 377,000 人（平成 18 年度

のイベント等実施数 377 回）と推定する。初年は、全体で集客数 5％増を目

指し、次年以降 500 人の増加を目指す。 

 377,000 人×5％＋500 人×4年＝20,850 人    

 

  （６）その他総合的な取り組みによる効果 

初年は、公共交通関連事業によるアクセス性の向上及びそれぞれの事業

展開により、1,000 人の増加を目指し、次年以降 1,000 人の増加を目指す。 
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 1,000 人＋1,000 人×4年＝5,000 人 

中心市街地活性化事業による観光客入込増加数                (単位：人) 

 20 年 21 年 22 年 23 年 24 年 

(1)歴史文化施設の整備による効

果 
0 0 0 0 114,000 

(2)盛岡ブランド推進計画の実施

による効果 
10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

(3)盛岡城跡公園関連イベントの

実施による効果 
1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

(4)映画の街盛岡・映画祭の実施に

よる効果 
1,300 1,800 2,300 2,800 3,300 

(5)商店街イベント等の充実によ

る効果 
18,850 19,350 19,850 20,350 20,850 

(6)その他総合的な取り組みによ

る効果 
1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

計 32,150 45,150 58,150 71,150 198,150

 

２．目標年次の盛岡市街の観光客入込数 

 平成 19 年の現況値は 365 万人（前年比約 5.2%増加）であるが、NHK の朝ドラ

や東北ディスティネーションキャンペーンの効果と推測され、その効果も 21 年

にはなくなる特殊な要因と想定されることから、回帰分析にあたっては 18 年ま

での現況値を採用するものとする。 

したがって、平成 24 年の目標値は、18 年の現況値に回帰分析による推移（18

年現況値 347 万人と 24 年回帰分析数値 352 万人の差）と各種事業の効果を加え

たものであることから、 

  347 万人＋5万人＋19 万 8,150 人＝371 万 8,150 人≒372 万人          

●フォローアップ 

   盛岡市が、毎年調査し、入込数の推計値を把握する。 

また、毎年の調査結果を踏まえ、目標達成に関する事業の進捗の確認及び状況

に応じた措置を行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

   中津川沿いの銀杏の木         盛岡城跡公園          岩手銀行中ノ橋支店 
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